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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のデバイスからページングメッセージを受信するように構成される第１の受信機と
、前記ページングメッセージは、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）フォーマットで構成され
、ページング識別子（Ｐ－ＩＤ）フィールドと方向識別子（ＤＩ）フィールドとを備え、
前記Ｐ－ＩＤフィールドは、前記第１のデバイスの識別子を示し、前記ＤＩフィールドは
、前記第１のデバイスがアクセスポイントデバイスであるか非アクセスポイントデバイス
であるかを示す、
　前記ページングメッセージを復号するように構成されるプロセッサと、
　前記ページングメッセージに基づいてビーコン信号を受信するように構成される第２の
受信機と
　を備え、前記プロセッサは、前記ページングメッセージに基づくトリガ信号を介して前
記第２の受信機をアウェイク状態に移行するように構成され、前記第２の受信機は、前記
アウェイク状態への前記移行後に前記ビーコン信号を受信するようにさらに構成され、前
記第１の受信機は、アウェイク状態であるとき、アウェイク状態であるときの前記第２の
受信機よりも少ない電力を消費するようにさらに構成される、
　装置。
【請求項２】
　前記ページングメッセージは、周期的間隔で受信される、
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　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ページングメッセージは、ビーコン信号より少ないビットを有する、
　請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記ページングメッセージは、前記ＤＩフィールドの値に基づいて、アクセスポイント
方向情報（ＡＰＤＩ）フィールドまたは部分的関連識別子（ＰＡＩＤ）フィールドを示す
第３のフィールドをさらに備える、
　請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記ＡＰＤＩフィールドは、前記第１のデバイスの部分的時間同期機能（ＰＴＳＦ）を
示すＰＴＳＦフィールドを備える、
　請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１の受信機は、前記ページングメッセージに基づいてビーコン信号を受信するよ
うにさらに構成される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記ページングメッセージが受信されたという確認応答を送るように構成される送信機
をさらに備える、
　請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　送信機がアウェイクであり、ダウンリンクデータについてポーリングすることを前記第
１のデバイスに通知するために、省電力ポール（ＰＳ－Ｐｏｌｌ）フレームを送るように
構成される送信機をさらに備える、
　請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、指定された時間に前記第２の受信機を前記アウェイク状態に移行す
るようにさらに構成される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記指定された時間は、通常のビーコンを受信する次のターゲットビーコン移行時間に
対応する、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、前記第１の受信機を一時休止状態に移行するようにさらに構成され
る、
　請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第２の受信機は、一時休止状態に移行するようにさらに構成される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記装置が前記ページングメッセージを受信したいことを示す要求を送信するように構
成される送信機をさらに備える、
　請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記要求は、ターゲットウェイク時間（ＴＷＴ）ＩＥ（情報要素）を備える、
　請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ＴＷＴ ＩＥは、通知期間（ＮＰ）フィールドを備える、
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　請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ＮＰフィールドは、ページング識別を示すページング識別子（Ｐ－ＩＤ）フィール
ドを備える、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記要求の前記Ｐ－ＩＤフィールドは、前記第１のデバイスによって割り当てられた部
分的関連識別子（ＰＡＩＤ）を示す、
　請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記要求の前記Ｐ－ＩＤフィールドは、部分的基本サービスセット識別子を示す、
　請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ページングメッセージは、メッセージング命令を含む、
　請求項１に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第２の受信機は、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第１の受信機より多くの電力を消費し、前記より多くの電力は、約５倍（５Ｘ）より多く
の電力、１０倍（１０Ｘ）より多くの電力、２０倍（２０Ｘ）より多くの電力、５０倍（
５０Ｘ）より多くの電力、１００倍（１００Ｘ）より多くの電力または２００倍（２００
Ｘ）より多くの電力である、
　請求項１に記載の装置。
【請求項２１】
　前記ページングメッセージは、関連ＩＤ、グループＩＤ、およびバッファされたユニッ
トインジケーションのうちの１つまたは複数を備える、
　請求項１に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ビーコン信号は、前記装置がページングメッセージを受信することになることを示
す情報を備える、
　請求項１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ビーコン信号は、前記装置がページングメッセージを受信することになることを示
す情報を備える、
　請求項１に記載の装置。
【請求項２４】
　ＮＤＰページング時間間隔をセットアップするためにターゲットウェイク時間（ＴＷＴ
）ＩＥ（情報要素）を送るように構成される送信機をさらに備える、
　請求項１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ＴＷＴ ＩＥは、前記情報要素のための識別を示す情報要素識別子（ＩＥＩＤ）フ
ィールド、要求タイプを示す要求タイプ（ＲＴ）フィールド、ターゲットウェイク時間を
示すＴＷＴフィールド、最少ウェイク継続時間を示す最少ウェイク継続時間（ＭＷＤ）フ
ィールド、および示された継続時間の間に要求されるウェイク間隔のためのウェイク間隔
仮数を示すウェイク間隔仮数（ＷｉＭ）フィールドのうちの少なくとも１つを備える、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ＴＷＴ ＩＥは、通知期間（ＮＰ）フィールドを備える、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ＴＷＴ ＩＥは、長さフィールドが特定の値に設定される場合、前記ＮＰフィール
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ドの存在を示す前記長さフィールドを備える、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ＮＰフィールドは、ページング識別を示すページング識別子（Ｐ－ＩＤ）フィール
ドを備える、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記ＮＰフィールドは、部分的な時間同期機能（ＴＳＦ）オフセット（ＰＴＳＦＯ）を
示す部分的なＴＳＦオフセットフィールドを備える、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ＮＰフィールドは、前記装置のアクションを定義するアクションフィールドを備え
る、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項３１】
　前記アクションフィールドによって定義された前記アクションは、前記送信機が省電力
ポール（ＰＳ－Ｐｏｌｌ）を送るためのものである、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記アクションフィールドによって定義された前記アクションは、前記装置がパケット
受信を待つためのものである、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記アクションフィールドによって定義された前記アクションは、前記装置がウェイク
アップし、前記ビーコン信号を受信するために待機するためのものである、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３４】
　前記アクションフィールドによって定義された前記アクションは、前記装置がウェイク
アップし、配信トラフィックインジケーションメッセージビーコンを受信するためのもの
である、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３５】
　前記ＮＰフィールドは、前記装置がパケットの他のタイプを受信することが可能である
オフセット時間を示すフィールドを備える、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項３６】
　オフセットは、短いフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）のユニットとして計算される、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項３７】
　前記ＮＰフィールドは、予約ビットを備え、前記予約ビットは、前記ＮＰフィールドに
おける１５ビットである、
　請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のデバイスからページングメッセージを受信するための第１の手段と、前記ページ
ングメッセージは、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）フォーマットで構成され、ページング
識別子（Ｐ－ＩＤ）フィールドと方向識別子（ＤＩ）フィールドとを備え、前記Ｐ－ＩＤ
フィールドは、前記第１のデバイスの識別子を示し、前記ＤＩフィールドは、前記第１の
デバイスがアクセスポイントデバイスであるか非アクセスポイントデバイスであるかを示
す、
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　前記ページングメッセージを復号するための手段と、
　前記ページングメッセージに基づいてビーコン信号を受信するための第２の手段と、
　前記ページングメッセージに基づいて前記第２の受信手段をアウェイク状態に移行する
ための手段と、
　を備え、前記受信するための第２の手段は、前記アウェイク状態への前記移行後に前記
ビーコン信号を受信するための手段を備え、前記受信するための第１の手段は、アウェイ
ク状態であるとき、アウェイク状態であるときの前記第２の受信手段よりも少ない電力を
消費する、
　装置。
【請求項３９】
　前記ページングメッセージは、周期的間隔で受信される、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記ページングメッセージは、ビーコン信号より小さい、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項４１】
　前記ページングメッセージは、前記ＤＩフィールドの値に基づいて、アクセスポイント
方向情報（ＡＰＤＩ）フィールドまたは部分的関連識別子（ＰＡＩＤ）フィールドを示す
第３のフィールドをさらに備える、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項４２】
　前記ＡＰＤＩフィールドは、前記第１のデバイスの部分的時間同期機能（ＰＴＳＦ）を
示すＰＴＳＦフィールドを備える、
　請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記受信するための第１の手段は、第１の受信機を備え、前記受信するための第２の手
段は、第２の受信機を備える、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項４４】
　前記ページングメッセージが受信されたとの肯定応答を前記第１のデバイスに送るため
の手段をさらに備える、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項４５】
　前記移行するための手段は、指定された時間に前記第２の受信手段をアウェイク状態に
移行するための手段を備える、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項４６】
　前記指定された時間は、前記ビーコン信号を受信する次のターゲットビーコン移行時間
に対応する、
　請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　一時休止状態に前記第２の受信手段を移行するための手段をさらに備える、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項４８】
　前記第２の受信機は、一時休止状態に移行する、
　請求項４３に記載の装置。
【請求項４９】
　前記装置が前記ページングメッセージを受信したいことを示す要求を送信するための手
段をさらに備える、
　請求項３８に記載の装置。
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【請求項５０】
　前記要求は、ターゲットウェイク時間（ＴＷＴ）ＩＥ（情報要素）を備える、
　請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記ＴＷＴ ＩＥは、通知期間（ＮＰ）フィールドを備える、
　請求項５０に記載の装置。
【請求項５２】
　前記ＮＰフィールドは、ページング識別を示すページング識別子（Ｐ－ＩＤ）フィール
ドを備える、
　請求項５１に記載の装置。
【請求項５３】
　前記要求の前記Ｐ－ＩＤフィールドは、前記第１のデバイスによって割り当てられた部
分的関連識別子（ＰＡＩＤ）を示す、
　請求項５２に記載の装置。
【請求項５４】
　前記要求の前記Ｐ－ＩＤフィールドは、部分的基本サービスセット識別子を示す、
　請求項５２に記載の装置。
【請求項５５】
　前記ページングメッセージは、同期情報を含む、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項５６】
　前記ページングメッセージは、通信媒体状態情報を含む、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項５７】
　前記ページングメッセージは、メッセージング命令を含む、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項５８】
　前記第２の受信機は、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第１の受信機より約５倍（５Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がアクテ
ィブ状態であるときに前記第１の受信機より約１０倍（１０Ｘ）より多くの電力、前記第
１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記第１の受信機より約２０倍（２
０Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第１の受信機より約５０倍（５０Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がア
クティブ状態であるときに前記第１の受信機より約１００倍（１００Ｘ）より多くの電力
、および前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記第１の受信機よ
り約２００倍（２００Ｘ）より多くの電力のうちの少なくとも１つより多く消費する、
　請求項４３に記載の装置。
【請求項５９】
　前記ページングメッセージは、関連ＩＤ、グループＩＤ、およびバッファされたユニッ
トインジケーションのうちの１つまたは複数を備える、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項６０】
　前記第２の受信手段を前記移行するための手段は、指定された時間に前記第２の受信手
段を前記一時休止状態に移行するための手段を備える、
　請求項４７に記載の装置。
【請求項６１】
　前記ビーコン信号は、前記装置がページングメッセージを受信することになることを示
す情報を備える、
　請求項３８に記載の装置。
【請求項６２】
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　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のデバイスにおける第１の受信機を介して、第２のデバイスからページングメッセ
ージを受信することと、前記ページングメッセージは、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）フ
ォーマットで構成され、ページング識別子（Ｐ－ＩＤ）フィールドと方向識別子（ＤＩ）
フィールドとを備え、前記Ｐ－ＩＤフィールドは、前記第２のデバイスの識別子を示し、
前記ＤＩフィールドは、前記第２のデバイスがアクセスポイントデバイスであるか非アク
セスポイントデバイスであるかを示す、
　前記ページングメッセージを復号することと、
　前記ページングメッセージに基づいてビーコン信号を受信することと、前記ビーコン信
号を受信することは、第２の受信機を介して前記ビーコン信号を受信することを備える、
　前記ページングメッセージに基づいて前記第２の受信機をアウェイク状態に移行するこ
とと、
　を備え、前記ビーコン信号を受信することは、前記アウェイク状態への前記移行後に前
記ビーコン信号を受信することを備え、前記第１の受信機は、アウェイク状態であるとき
、アウェイク状態であるときの前記第２の受信機よりも少ない電力を消費する、
　方法。
【請求項６３】
　前記ページングメッセージは、周期的間隔で受信される、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項６４】
　前記ページングメッセージは、ビーコン信号より少ない、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項６５】
　前記ページングメッセージは、前記ＤＩフィールドの値に基づいて、アクセスポイント
方向情報（ＡＰＤＩ）フィールドまたは部分的関連識別子（ＰＡＩＤ）フィールドを示す
第３のフィールドをさらに備える、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項６６】
　前記ＡＰＤＩフィールドは、前記第２のデバイスの部分的時間同期機能（ＰＴＳＦ）を
示すＰＴＳＦフィールドを備える、
　請求項６５に記載の方法。
【請求項６７】
　前記ページングメッセージに基づいてビーコン信号を受信することをさらに備える、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項６８】
　前記ページングメッセージが受信されたという確認応答を前記第２のデバイスに送信す
ることをさらに備える、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項６９】
　前記第２の受信機を移行することは、指定された時間に前記第２の受信機をアウェイク
状態に移行することを備える、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項７０】
　前記指定された時間は、前記ビーコン信号を受信する次のターゲットビーコン移行時間
に対応する、
　請求項６９に記載の方法。
【請求項７１】
　指定された時間に一時休止状態に前記第２の受信機を移行することをさらに備える、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項７２】
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　前記第１のデバイスが前記ページングメッセージを受信したいことを示す要求を送信す
ることをさらに備える、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項７３】
　前記要求は、ターゲットウェイク時間（ＴＷＴ）ＩＥ（情報要素）を備える、
　請求項７２に記載の方法。
【請求項７４】
　前記ＴＷＴ ＩＥは、通知期間（ＮＰ）フィールドを備える、
　請求項７３に記載の方法。
【請求項７５】
　前記ＮＰフィールドは、ページング識別を示すページング識別子（Ｐ－ＩＤ）フィール
ドを備える、
　請求項７４に記載の方法。
【請求項７６】
　前記要求の前記Ｐ－ＩＤフィールドは、前記第１のデバイスによって割り当てられた部
分的関連識別子（ＰＡＩＤ）を示す、
　請求項７５に記載の方法。
【請求項７７】
　前記要求の前記Ｐ－ＩＤフィールドは、部分的基本サービスセット識別子を示す、
　請求項７５に記載の方法。
【請求項７８】
　前記ページングメッセージは、メッセージング命令を含む、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項７９】
　前記第２の受信機は、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第１の受信機より約５倍（５Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がアクテ
ィブ状態であるときに前記第１の受信機より約１０倍（１０Ｘ）より多くの電力、前記第
１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記第１の受信機より約２０倍（２
０Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第１の受信機より約５０倍（５０Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がア
クティブ状態であるときに前記第１の受信機より約１００倍（１００Ｘ）より多くの電力
、および前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記第１の受信機よ
り約２００倍（２００Ｘ）より多くの電力、のうちの少なくとも１つより多く消費する、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項８０】
　前記ページングメッセージは、関連ＩＤ、グループＩＤ、およびバッファされたユニッ
トインジケーションのうちの１つまたは複数を備える、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項８１】
　前記ページングメッセージは、通信媒体状態情報を含む、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項８２】
　前記ビーコン信号は、前記第１のデバイスがページングメッセージを受信することにな
ることを示す情報を備える、
　請求項６２に記載の方法。
【請求項８３】
　実行されるとき、ワイヤレス通信装置に、ワイヤレス通信の方法を実行させる命令を備
えるコンピュータプログラムであって、前記方法は、
　第１の受信機を介して、第１のデバイスからページングメッセージを受信することと、
前記ページングメッセージは、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）フォーマットで構成され、
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ページング識別子（Ｐ－ＩＤ）フィールドと方向識別子（ＤＩ）フィールドとを備え、前
記Ｐ－ＩＤフィールドは、前記第１のデバイスの識別子を示し、前記ＤＩフィールドは、
前記第１のデバイスがアクセスポイントデバイスであるか非アクセスポイントデバイスで
あるかを示す、
　前記ページングメッセージを復号することと、
　前記ページングメッセージに基づいてビーコン信号を受信することと、前記ビーコン信
号を受信することは、第２の受信機を介して前記ビーコン信号を受信することを備える、
　前記ページングメッセージに基づいて前記第２の受信機をアウェイク状態に移行するこ
とと、
　を備え、前記ビーコン信号を受信することは、前記アウェイク状態への前記移行後に前
記ビーコン信号を受信することを備え、前記第１の受信機は、アウェイク状態であるとき
、アウェイク状態であるときの前記第２の受信機よりも少ない電力を消費する、
　コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、全般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレス受信機のた
めの非常に短いページングメッセージを通信するためのシステムと、方法と、デバイスと
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、空間的に離れたいくつかの
インタラクションしているデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネッ
トワークは、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリ
アであり得る、地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ
、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）
、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）と呼ばれる。ネットワークは
また、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続するために使用されるスイッチ
ング／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信のために利用され
る物理媒体のタイプ（たとえば、有線対ワイヤレス）、および使用される通信プロトコル
のセット（たとえば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯＮＥＴ（同期光ネットワ
ーキング：Synchronous Optical Networking）、イーサネット（登録商標）など）によっ
て異なる。
【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、したがって動
的な接続性が必要であるときに、またはネットワークアーキテクチャが、固定されたもの
ではなくアドホックなトポロジーで形成される場合に、好ましいことが多い。ワイヤレス
ネットワークは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用する
非誘導伝搬モードでは、無形の物理媒体を利用する。ワイヤレスネットワークは、有利な
ことに、固定有線ネットワークと比較して、ユーザモビリティと迅速な現場配置とを容易
にする。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワーク中の受信機は、パケット受信の間に、またはパケットを
受信するのを待機している間に、大量の電力を消費することがある。したがって、ワイヤ
レスネットワークにおいて通信するための改善されたシステム、方法、およびデバイスが
望まれる。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本発明のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し、
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それらのうちのいずれの単一の態様も単独では本発明の望ましい属性を担わない。以下の
特許請求の範囲によって表される本発明の範囲を限定することなく、ここでいくつかの特
徴が簡単に論じられる。この説明を考慮した後、特に「発明を実施するための形態」と題
されるセクションを読んだ後で、本発明の特徴が、ワイヤレスネットワーク中のアクセス
ポイントと局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するかが理解されよう
。
【０００６】
　[0006]ある態様では、ワイヤレス通信のためのワイヤレスのための装置が開示される。
装置は、少なくとも第１の信号を受信するように構成された第１の受信機と、第２の信号
を受信するように構成された２の受信機を備える回路とを備え、第２の信号は、信号フィ
ールドを含むＮＤＰフォーマットで構成されるウェイクアップ信号を備え、第２の受信機
は、アウェイク状態であるとき、アウェイク状態であるときの第１の受信機より少ない電
力を消費し、回路は、第２の信号に基づいて少なくとも１つのアクションを取るように構
成される。
【０００７】
　[0007]ある態様では、ワイヤレス通信のための装置が開示され、装置は、少なくとも第
１の信号を受信するための第１の手段と、第２の信号を受信するための第２の手段とを備
え、第２の信号は、信号フィールドを含むＮＤＰフォーマットで構成されるウェイクアッ
プ信号を備え、第２の受信手段は、アウェイク状態であるとき、アウェイク状態であると
きの第１の受信手段より少ない電力を消費し、第２の手段は、第２の信号に基づいて少な
くとも１つのアクションを取るように構成される。
【０００８】
　[0008]１つの態様では、ワイヤレス通信のための方法が開示され、少なくとも第１の信
号を受信することと、第２の信号を受信することとを備え、第２の信号は、信号フィール
ドを含むＮＤＰフォーマットで構成されるウェイクアップ信号を備え、第２の受信手段は
、アウェイク状態であるとき、アウェイク状態であるときの第１の受信手段より少ない電
力を消費し、第２の手段は、第２の信号に基づいて少なくとも１つのアクションを取るよ
うに構成される。
【０００９】
　[0009]ある態様では、実行されるとき、ワイヤレス通信装置に、ワイヤレス通信の方法
を実行させる命令とともに符号化された非一時的コンピュータ可読媒体を備えるコンピュ
ータプログラム製品であって、方法は、少なくとも第１の信号を受信することと、第２の
信号を受信することとを備え、第２の信号は、信号フィールドを含むＮＤＰフォーマット
で構成されるウェイクアップ信号を備え、第２の受信手段は、アウェイク状態であるとき
、アウェイク状態であるときの第１の受信手段より少ない電力を消費し、第２の手段は、
第２の信号に基づいて少なくとも１つのアクションを取るように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本開示の態様が利用され得るワイヤレス通信システムの例を示す図。
【図２】図１のワイヤレス通信システム内で利用され得るワイヤレスデバイスの例のブロ
ック図。
【図３Ａ】本発明のある実装形態による、低電力のウェイクアップ信号の例を示す図。
【図３Ｂ】本発明のある実装形態による、低電力のウェイクアップ信号の別の例を示す図
。
【図４】媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレーム４００の構造の例を示す図。
【図５】媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレーム５００の構造の例を示す図。
【図６】図４および図５に示される媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダのＭＡＣの構造の
例を示す図。
【図７】ページングを確立するための処理の例を示す図。
【図８Ａ】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力受



(11) JP 6224117 B2 2017.11.1

10

20

30

40

50

信機に対してウェイクアップページを使用する実装形態のために、アクセスポイントによ
って行われる処理の例を示す図。
【図８Ｂ】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力受
信機に対してウェイクアップページを使用する実装形態のために、局によって行われる処
理の例を示す図。
【図９】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力受信
機に対してウェイクアップページを使用するワイヤレス通信の実装形態のためのシーケン
ス図の例を示す図。
【図１０Ａ】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力
受信機に対してウェイクアップページを使用する実装形態のために、アクセスポイントに
よって行われる処理の例を示す図。
【図１０Ｂ】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力
受信機に対してウェイクアップページを使用する実装形態のために、局によって行われる
処理の例を示す図。
【図１１】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力受
信機に対してウェイクアップページを使用するワイヤレス通信の実装形態のシーケンス図
。
【図１２Ａ】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力
受信機に対してウェイクアップページを使用する実装形態のために、アクセスポイントに
よって行われる処理の例を示す図。
【図１２Ｂ】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力
受信機に対してウェイクアップページを使用する実装形態のために、局によって行われる
処理の例を示す図。
【図１３】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力受
信機に対してウェイクアップページを使用するワイヤレス通信の実装形態のシーケンス図
。
【図１４Ａ】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力
受信機に対してウェイクアップページを使用する実装形態のために、アクセスポイントに
よって行われる処理の例を示す図。
【図１４Ｂ】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力
受信機に対してウェイクアップページを使用する実装形態のために、局によって行われる
処理の例を示す図。
【図１５】後続の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするように、低電力受
信機に対してウェイクアップページを使用するワイヤレス通信の実装形態のシーケンス図
。
【図１６Ａ】プライマリ受信機をデアクティベートするように、低電力受信機に対して一
時休止ページを使用する実装形態のために、アクセスポイントによって行われる処理の例
を示す図。
【図１６Ｂ】プライマリ受信機をデアクティベートするように、低電力受信機に対して一
時休止ページを使用する例示的な実装形態のために、局によって行われる一連のステップ
を示す図。
【図１７】プライマリ受信機をデアクティベートするように、低電力受信機に対して一時
休止ページを使用する例示的な実装形態のシーケンス図。
【図１８】アクセスポイントと局との間の同期のために低電力受信機に対して同期ページ
を使用する例示的な実装形態のシーケンス図。
【図１９】ＡＰがセンサをグループ化し、各グループに対するビーコンおよびＴＩＭより
前の別々の時間に各サブセットに対するウェイクアップページを送信する、例示的な省電
力の実装形態を示す図。
【図２０】ＡＰがセンサをグループ化し、所与の時間から始まってトラフィック識別マッ
プ（ＴＩＭ）までウェイクアップページを送信する、例示的な省電力の実装形態を示す図
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。
【図２１】ＡＰがセンサをグループ化し、所与の時間から始まってトラフィック識別マッ
プ（ＴＩＭ）までウェイクアップページを送信し、スリープページがウェイクアップ受信
プロシージャを終了させる、例示的な省電力の実装形態を示す図。
【図２２】ＡＰがセンサをグループ化し、各ビーコンよりも前に限られた数のウェイクア
ップページを送信する、例示的な省電力の実装形態を示す図。
【図２３】スリープパケットを受信しない低電力受信機を伴わず、プライマリ受信機がビ
ーコンを無視しない、実装形態を示す図。
【図２４】ビーコンがそのビーコンを受信する前にウェイクアップページを受信する低電
力受信機を伴う実装形態を示す図。
【図２５】ビーコンがそのビーコンを無視する前にスリープページを受信する低電力受信
機を伴う実装形態を示す図。
【図２６Ａ】発明の実施形態に従う例示的なＮＤＰ制御フレームの構造を示す図。
【図２６Ｂ】発明の実施形態に従う図２６ＡからのＡＰＤＩフィールドの例示的な構造を
示す図。
【図２７Ａ】発明の実施形態に従うＴＷＴ ＮＤＰを決定するために使用される例示的な
ＴＷＴ情報要素の構造を示す図。
【図２７Ｂ】例示的なＲＴフィールドの構造を示す図。
【図２７Ｃ】発明の実施形態に従う図２７ＡからのＮＰフィールドのための例示的なフォ
ーマットを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　[0046]添付の図面を参照して、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が以下
でより十分に説明される。しかしながら、本開示は、多くの異なる形態で具現化されるこ
とが可能であり、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限定さ
れるものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全にな
り、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるように提供される。本明細書の教示に基づいて
、本開示の範囲は、本発明の他の態様とは無関係に実装されるか、本発明の他の態様と組
み合わされるかにかかわらず、本明細書で開示される新規のシステム、装置、および方法
の任意の態様を包含することが意図されることを、当業者は諒解されたい。たとえば、本
明細書に記載される任意の数の態様を使用して、装置が実現されてよく、または方法が実
践されてよい。加えて、本発明の範囲は、本明細書に記載される本発明の様々な態様に加
えて、またはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実
践される、そのような装置または方法を包含することが意図される。本明細書で開示され
る任意の態様が、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることを理解され
たい。
【００１２】
　[0047]本明細書では特定の態様が説明されるが、これらの態様の多くの変形形態および
置換は本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点が説明されるが
、本開示の範囲が特定の利益、使用法、または目的に限定されることは意図されない。む
しろ、本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および送
信プロトコルに広く適用可能であることが意図され、そのうちのいくつかが例として図面
および好ましい態様の以下の説明において示される。発明を実施するための形態および図
面は、限定的なものではなく本開示を説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許
請求の範囲およびその等価物によって定義される。
【００１３】
　[0048]普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワー
キングプロトコルを利用して、近くのデバイスを一緒に相互接続するために使用され得る
。本明細書で説明される様々な態様は、ワイヤレスプロトコルなどの任意の通信規格に適
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用され得る。
【００１４】
　[0049]いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域内のワイヤレス信号は、直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ）、直接シーケンス拡散スペクトル（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭとＤＳ
ＳＳ通信との組合せ、または他のスキームを使用して、８０２．１１ａｈプロトコルに従
って送信され得る。８０２．１１ａｈプロトコルの実装形態は、センサ、検針、およびス
マートグリッドネットワークに使用され得る。有利には、８０２．１１ａｈプロトコルを
実装するいくつかのデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデバイスよ
りも少ない電力を消費することがあり、および／または、比較的長い距離、たとえば約１
キロメートル以上にわたってワイヤレス信号を送信するために使用されることがある。
【００１５】
　[0050]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
コンポーネントである様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すな
わちアクセスポイント（「ＡＰ」）および（局または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）クライア
ントが存在し得る。一般に、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として機能するこ
とができ、ＳＴＡはＷＬＡＮのユーザとして機能する。たとえば、ＳＴＡはラップトップ
コンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯電話などであり得る。ある例では、ＳＴＡ
は、インターネットまたは他のワイドエリアネットワークへの全般的な接続性を取得する
ために、ＷｉＦｉ（登録商標）（たとえば、８０２．１１ａｈなどのＩＥＥＥ８０２．１
１プロトコル）準拠ワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では
、ＳＴＡはＡＰとして使用されることもある。
【００１６】
　[0051]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ＮｏｄｅＢ、無線ネットワークコントロ
ーラ（「ＲＮＣ」）、ｅＮｏｄｅＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、送受信基地局
（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、送受信機機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線送
受信機、もしくは何らかの他の用語を備え、それらのいずれかとして実装され、またはそ
れらのいずれかとして知られ得る。
【００１７】
　[0052]局「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット、
移動局、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ
機器、もしくは何らかの他の用語を備え、それらのいずれかとして実装され、またはそれ
らのいずれかとして知られ得る。いくつかの実装形態では、アクセス端末は、セルラー電
話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカ
ルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続能力を有する
ハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の適切な処理デ
バイスを備え得る。したがって、本明細書で教示される１つまたは複数の態様は、電話（
たとえば、セルラー電話もしくはスマートフォン）、コンピュータ（たとえば、ラップト
ップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティングデバイ
ス（たとえば、個人情報端末）、娯楽デバイス（たとえば、音楽もしくはビデオデバイス
、または衛星ラジオ）、ゲームデバイスもしくはシステム、全地球測位システムデバイス
、または、ワイヤレス媒体を介して通信するように構成された任意の他の適切なデバイス
に組み込まれ得る。
【００１８】
　[0053]上で論じられたように、本明細書で説明されるデバイスのいくつかは、たとえば
、８０２．１１ａｈ規格を実装し得る。そのようなデバイスは、ＳＴＡとして使用される
か、ＡＰとして使用されるか、他のデバイスとして使用されるかにかかわらず、スマート
検針のためにまたはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。そのようなデ
バイスは、センサへの適用例を提供し、またはホームオートメーションにおいて使用され
得る。デバイスは、代わりにまたは加えて、たとえば個人の健康管理のために、健康管理
の状況において使用され得る。それらのデバイスはまた、（たとえばホットスポットとと
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もに使用するための）広範囲のインターネット接続を可能にするための、またはマシンツ
ーマシン通信を実施するための、監視のために使用され得る。
【００１９】
　[0054]ワイヤレスデバイスは、信号を送信または受信するときに電力を消費する。本明
細書で説明されるデバイスのいくつかは、異なる能力と異なるレベルの電力消費とを伴う
複数の状態で動作する。たとえば、受信機は、受信機回路がアクティベートされており入
来する信号を受信することができるアウェイク状態において、または、回路がアクティベ
ートされておらず入来する信号を受信しない一時休止状態において、より多くの電力を消
費する。受信機がアウェイク状態にあり入来する信号を受信するのを待機している時間の
長さを減らすことは、電力消費を減らす。
【００２０】
　[0055]ワイヤレスデバイスは、様々な電力管理モードを利用して動作状態を管理する。
これらの電力管理モードは、デバイスが常にアウェイク状態である「アクティブ」、デバ
イスがアウェイク状態と一時休止状態のいずれかであり得る「通常省電力」、または、デ
バイスがアウェイク状態と、一時休止状態にあるときよりも電力を節約し得る低電力状態
とのいずれかであり得る「低電力による省電力」を含む。超低電力受信機（すなわち、デ
バイス中の第２の受信機）によって受信され得るページングメッセージを使用することに
関する、本明細書で説明される実装形態は、本開示の明瞭性のために、ワイヤレスデバイ
スを動作させる多くの異なる電力モードに適用可能であってよく、本明細書で説明される
いくつかの実装形態の例は全般に、通常省電力モードを使用することに関する。
【００２１】
　[0056]受信機ＳＴＡがアウェイクである時間を減らすための簡単な方法は、信号が送信
機から受信機に送信され得る、送信機と合意された短い時間間隔を除く大半の時間におい
て、受信機を一時休止状態に移行することである。これは、通常の適用例ではトラフィッ
クパターンが予測不可能であるため、柔軟でも効率的でもない。合意されたアウェイク時
間はトラフィックパターンと一致しないことがあるので、一部のアウェイク時間は送信時
間と一致しないことがある。信号が合意されたアウェイク時間の外側で送信されたために
、送信された信号が受信されない時間もあり得る。
【００２２】
　[0057]より柔軟で効果的な手法は、受信機がアウェイクへ移行することをトリガイベン
トがトリガするまで、受信機が一時休止することである。いくつかの実装形態では、トリ
ガイベントは、回路がウェイクアップワイヤレス信号を受信するときに生成される。ウェ
イクアップ信号を受信する回路が単純な低電力受信機となるようにウェイクアップ信号が
構成される場合、電力消費は減らされる。低電力受信機（「ウェイクアップ受信機」と呼
ばれることがある）は、ワイヤレスデバイスの全体の電力消費を減らすために、通常のデ
ータ受信機よりも少ないエネルギーを消費するように構成される。
【００２３】
　[0058]一実装形態では、ＳＴＡの通常のデータ受信機は一時休止状態にある。送信機（
たとえば、ＡＰまたは他のＳＴＡの）は、ワイヤレスに信号をＳＴＡの低電力受信機に送
信する。ＳＴＡの低電力受信機は、ワイヤレス信号を受信し、いくつかのアクションを実
行する。たとえば、このアクションは、ＳＴＡの通常の受信機がデータを受信できるよう
に、ＳＴＡの通常のデータ受信機をアウェイク状態へ（直ちに、または規定された時間に
、または規定された時間遅延で）ウェイクアップすることであり得る。いくつかの場合に
は、ＳＴＡは次いで、ＳＴＡがアウェイクしていることをＡＰまたは別のＳＴＡに知らせ
るためのメッセージを送信する。次いで、ＡＰまたはＳＴＡは、ＳＴＡの通常の受信機に
データを送信することができ、このデータはＳＴＡによって受信され処理される。
【００２４】
　[0059]いくつかのデバイスでは、低電力受信機（「超低電力受信機」と呼ばれることが
ある）によって受信されるワイヤレス信号は、短いページングメッセージ（「ページ」）
であり得る。本開示のいくつかの実装形態では、そのような信号またはページを使用して
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電力を節約するための、プロトコルが特定される。これは、限定はされないが、通常のＰ
ＳプロトコルとＵ－ＡＰＳＤとを含む、複数の省電力モードプロトコルの状況におけるも
のであり得る。ビーコンに対するものである可能性のあるページのタイミング、関連する
セットアップシグナリング、およびページフォーマットの実装形態も開示される。
【００２５】
　[0060]限定はされないが、１ＭＨｚのＰＨＹプリアンブル、２ＭＨｚのＰＨＹプリアン
ブル、または様々な送信レートの短い制御フレームを含む、短いページメッセージの複数
のフォーマットがあり得る。異なる状況では異なるフォーマットが適切であり得る。ＳＴ
Ａは、ページングメッセージとして特定の１つを使用するようにＡＰに求め得る。短いペ
ージング信号のフォーマットは、関連付けのときに、または管理フレームの交換を通じた
後で、ＡＰとＳＴＡとの間で合意される。
【００２６】
　[0061]そのような実装形態では、ワイヤレスデバイスの低電力受信機によって受信され
る、ページフォーマット、コンテンツ、送信され受信されるページの定義は、受信機が入
来するページを特定し解析できるように、送信ワイヤレスデバイスおよび受信ワイヤレス
デバイスによって知られている。いくつかの実装形態では、ＡＰまたは他のＳＴＡは、あ
るターゲット時間に、および／またはある時間間隔で、ページを送信する。いくつかの実
装形態では、他のメッセージはその時にＳＴＡに送信されなくてよい。ターゲットの時間
に、既知の合意された短いページングメッセージを送信することによって、受信ＳＴＡは
、予想される構成およびコンテンツのいくつかのページを受信するように設計された、単
純な低電力の受信機回路を使用することができる。受信ＳＴＡはさらに、ウェイクアップ
回路を一時休止状態またはアウェイク状態にする省電力スキームによって、電力の追加の
電力消費を減らすように構成され得る。いくつかの実装形態では、そのような一時休止状
態およびアウェイク状態は、ＳＴＡの通常のデータ受信機および送受信機のために利用さ
れる一時休止状態およびアウェイク状態と、同様または同一であり得る。
【００２７】
　[0062]いくつかの実装形態では、低電力受信機によって受信されるページは、ＰＨＹプ
リアンブルのみからなるＮＤＰ制御フレームであり得る。このページは、フレームのＳＩ
Ｇフィールド中にウェイクアップ情報を含み得る。他の実装形態では、ページはＭＡＣフ
レームであり得る。ＭＡＣフレームの例は、１に設定されたＭｏｒｅデータを伴う通常の
ＡＣＫ、ＱｏＳ－ＣＦ－ＡＣＫフレーム、または別の短いＭＡＣフレームを含む。これら
の、および同様の短いメッセージの長さ、ならびに明確に定義された限られたページのセ
ットは、より長いメッセージ、明確に定義されていない入力のセット、またはより大きな
入力のセットにより可能なものよりも簡単な論理と、少量のメモリと、安価なクロックと
を伴う復号回路を動作可能にする。そのような回路は、電力消費を減らし、ビーコンとＢ
Ｕとを受信するプライマリＳＴＡ受信機よりも少量のメモリおよび／または簡単なクロッ
クを使用するように最適化される実装形態において、ページを受信し復号するように最適
化され得る。そのような実装形態は、信号の長さと消費される受信電力とを減らし、これ
によってバッテリー持続時間を延ばす。ページを受信し復号するためのＳＴＡ中の回路は
、他の回路と統合される別個の受信機として実装され得る。
【００２８】
　[0063]ある実施形態では、ページは、ビーコンと共存する。それらは、ビーコンと同じ
または異なるデューティサイクルで繰り返され得る。他の実装形態では、ページは、ビー
コンに置き換えられ得る。
【００２９】
　[0064]いくつかの実装形態では、ページは、競合を減らすために使用され得る継続時間
パラメータを含む。たとえば、継続時間の期間の間、または他の目的では、継続時間のセ
ットの間、ウェイクアッププロトコルの間、アップリンク送信および／またはダウンリン
ク送信のための１つまたはいくつかのＳＴＡに対して、タイムスロットが専用とされ得る
。
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【００３０】
　[0065]いくつかの実装形態では、ページは、プライマリ受信機をスリープへと移行する
ようにワイヤレスデバイスに指示する。このことは、バッテリー消費を減らし、ＡＰがＳ
ＴＡのためのＢＵを何ら有しないときに使用され得る。
【００３１】
　[0066]ＡＰを含むワイヤレスデバイスは、ＳＴＡを含む１つまたは複数デバイスとのタ
イミング同期のために、ページを送信することができる。たとえば、「データなし」メッ
セージを伴うページが、同期のために送信され得る。
【００３２】
　[0067]ワイヤレスデバイス間で送信されるページはまた、通信媒体、プロトコルの変化
、識別パラメータの変化、ターゲットビーコントランジット時間（ＴＢＴＴ）の変化につ
いての情報、または他の同様の情報を提供することができる。
【００３３】
　[0068]センサネットワークを含み得る、デバイスのワイヤレスネットワークまたは有線
ネットワークのいくつかの実装形態では、ダウンロード（ＤＬ）データを受信する際の厳
しいレイテンシ要件とともに、低デューティサイクルのアップロード（ＵＬ）とＤＬトラ
フィックとを伴う、適用例の種類があり得る。たとえば、１秒のレイテンシで、警告また
は命令に応答することが必要であり得る。８０２．１１ａｈは、５６０ｕｓ＋＞１３Ｂ＋
ＴＩＭ＠１５０Ｋｂｐｓ＞１．５ｍｓという短いビーコンを定義するが、ビーコンを使用
してＤＬデータを示す通常のＰＳモードは、十分に効率的ではないことがある。ＴＩＭサ
イズは拘束されず、追加のフィールド／ＩＥが存在することがある。
【００３４】
　[0069]いくつかの実装形態では、低電力受信機および改良されたページングプロトコル
は、最適化された受信機の動作を可能にし得る。このプロトコルは、既存の８０２．１１
省電力動作モードと共存でき、同期フレームを伴うターゲットウェイクアップ時間のよう
な、既存の８０２．１１ａｈの機構の上に構築され得る。
【００３５】
　[0070]これらの実装形態では、ＳＴＡは、ターゲットウェイクアップ時間（ＴＷＴ）を
決定するためにＡＰと通信する。ＳＴＡはまた、ＴＷＴに、ＳＴＡのためにＡＰで任意の
バッファリングされたユニットがあるかどうかを示す短いページングメッセージをＳＴＡ
が受信することを望むかどうかを、ＡＰに示す。ＳＴＡは、上記の要求と、ＴＷＴに対し
て提案された時間のような、必要とされ得る任意の他のパラメータとを含む管理フレーム
を、ＡＰに送ることができる。短いページングが送られることをＳＴＡが要求した場合、
およびデータが保留中である場合、ＡＰは、ターゲットウェイクアップ時間に、ＳＴＡに
向けられる非常に短いページングメッセージを送る。同じＴＷＴが１つより多くのＳＴＡ
に割り当てられる場合、これは、グループキャストに拡張され得る。このメッセージを受
信するＳＴＡについて、ＳＴＡには３つのオプションを有する。第１のオプションは、バ
ッファされたユニット（ＢＵ）を示すＴＩＭを受信したかのように動作し、ＰＳポーリン
グまたはトリガフレームを送ることである。第２のオプションは、次の短いビーコンを読
み取り、通常の省電力（ＰＳ）の場合のように進めることである。第３のオプションは、
ある時間の後でＡＰからのさらなるポーリングメッセージのために待機することである。
【００３６】
　[0071]これらの実装形態では、非常に短いページングメッセージはＮＤＰ制御フレーム
である。制御フレームは、ページングされているＳＴＡの（部分的な）ＡＩＤを含む。制
御フレームはまた、ＳＴＡのためのＢＵがあることを示すビットを含む。いくつかの場合
には、制御フレームは、タイムスタンプの複数のＬＳＢのような同期情報を含む。ページ
はＴＷＴにおいて受信され、ビーコンはＴＢＴＴにおいて受信される。ページは、最適化
されたＲＸ　ＯＮ　５６０ｕｓである。通常のＰＳモードでは、ＳＴＡは短いビーコンを
復号する。
【００３７】
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　[0072]ページを使用することによって、ＳＴＡは、短いＮＤＰ制御フレームを復号する
だけでよい。いくつかの実装形態では、ＮＤＰ制御フレームを復号するための時間は、ビ
ーコンを復号するための時間の３分の１未満である。たとえば、短いビーコンを復号する
ために１．５ｍｓを超える、ＮＤＰ制御フレームを復号するための時間の３倍より大きい
。
【００３８】
　[0073]いくつかの実装形態では、最適化された受信機は、完全な受信機の代わりにペー
ジングメッセージを受信する。これが可能である例は、ページが明確に定義されている場
合である。ＰＨＹ受信機は、ＮＤＰフレームのみを検出し復号するように最適化され得る
。単純なＭＡＣでは、受信時の動作に制約があり得る。
【００３９】
　[0074]いくつかの実装形態では、データのデューティサイクルが低い。いくつかの実装
形態では、任意の時点において、１つのＳＴＡだけがページングされる必要がある可能性
が高い。いくつかの実装形態では、異なるＳＴＡは異なるＴＷＴまたは近くのＴＷＴを割
り当てられ得る。いくつかの実装形態では、複数のＳＴＡは同じＴＷＴを割り当てられ得
る。グループＡＩＤは、複数のＳＴＡをページングするために定義され得る。複数のＮＤ
Ｐは、１つのＳＴＡをそれぞれ対象とするシーケンスにおいて送信され得る。
【００４０】
　[0075]本開示で説明される方法およびシステムの１つの利点は、ダウンロード配信を最
適化するということである。ＩＥＥＥによって承認されるような、同期フレームを持つ既
存のターゲットウェイク時間（ＴＷＴ）の手法は、アップロードアクセスを改善すること
に注目する。
【００４１】
　[0076]本開示の提案される方法およびシステムは、ＩＥＥＥによってすでに承認されて
いる、同期フレームを伴う既存のＴＷＴの概念を改良する。既存の承認されている手法は
、ＤＬ配信よりもＵＬアクセスに利益をもたらす。ＴＷＴのために、ＳＴＡおよびＡＰは
、ＵＬデータとＤＬデータの交換のためのウェイクアップ時間について合意する。既存の
手法では、より高速なＵＬ媒体アクセスを可能にするために、ＴＷＴのスロット境界にお
いてＡＰによって送信される同期フレーム。本開示は、既存の機構を拡張してダウンロー
ド配信も最適化する。
【００４２】
　[0077]いくつかの実装形態では、チャネルがアイドル状態であり、ＳＴＡが媒体と迅速
に同期するために同期フレームを受信することを要求した場合、または、ＳＴＡがダウン
リンクバッファユニットまたはチェックビーコンの通知を受信することを要求した場合、
ＡＰは、スロット境界またはＳＴＡのターゲットウェイク時間において同期フレームを送
信する。同期フレームは、ターゲットＳＴＡの（部分的な）ＡＩＤ、制御情報（ＢＵの存
在、ビーコン読取り、同期のみ）をＳＩＧ中に含むＮＤＰ制御フレームである。ＮＤＰ同
期フレームを送信した後で、ＡＰは、ＳＴＡがアクティブモードになる前に、データまた
は管理フレームをＳＴＡに送信しなくてよい。
【００４３】
　[0078]いくつかの実装形態では、ＮＤＰ同期フレームの１～２ＭＨｚのＰＨＹプリアン
ブルＳＩＧフィールドは、Ｐａｒｔｉａｌ　ＡＩＤ（約６～１３ビットのＡＩＤおよびＢ
ＳＳＩＤのハッシュ）を含み得る。それは、保留中のＢＵおよびビーコン読取りのための
ビットを伴う情報フィールドも含み得る。ＵＬデータのみのための同期に対しては、両方
のビットが０に設定される。保留中のＢＵが０でありビーコン読取りが１であるとき、Ｓ
ＴＡは完全なビーコンを読み取るように指示される。保留中のＢＵが１であるがビーコン
読取りが０であるとき、ＳＴＡは、ＢＵが利用可能であることを知らされるので、ＰＳポ
ーリングを送信し、またはデータを待機する。両方のビットが０に設定されるとき、ＳＴ
Ａは、ＴＩＭビーコンを読み取るように指示される。
【００４４】
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　[0079]いくつかの実装形態では、ＣＲＣ、Ｔａｉｌ、ＭＡＣ－ＮＤＰ、Ｔｙｐｅ、Ｐａ
ｒｔｉａｌ－ＡＩＤ、およびＩｎｆｏ／ｒｅｓｅｒｖｅｄのビットの数は、それぞれ、４
、６、１、４、６～１３、および８～１５である。他の実装形態では、ＣＲＣ、Ｔａｉｌ
、ＭＡＣ－ＮＤＰ、Ｔｙｐｅ、Ｐａｒｔｉａｌ－ＡＩＤ、およびＩｎｆｏ／ｒｅｓｅｒｖ
ｅｄのビットの数は、それぞれ、４、６、１、４、６～１３、および２０～２７である。
【００４５】
　[0080]大部分の実装形態では、ビーコンをページで置き換えることは、エネルギーの仮
定を減らす。１００ｍＷの受信電力、スリープ電力または１０ｍＷ、２０ｐｐｍのクロッ
クのドリフトを仮定することによって評価が開始されてよく、ＳＴＡによるＢＵがないこ
とはなお、レイテンシを保証するのを妨げる。ＭＣＳ０　ｒｅｐ２における１６バイトの
短いビーコン（１．４ｍｓ）を２４０／５６０ｕｓという短いページで置き換え、ビーコ
ンのベースラインのために使用されるものと同じ期間をページの選択肢に対して仮定する
ことによって、このページングの枠組みは、はるかに少ないエネルギーを消費する。最適
化された受信機は、エネルギー消費をさらに減らすように設計され得る。最適化された受
信機によって、特に小さなレイテンシにおける非常に大きなエネルギーの節約が可能であ
り、１００ｍｓのレイテンシでは５～１０倍のバッテリー持続時間の向上が推定され、２
ｓのレイテンシでは２～５倍のバッテリー持続時間の向上が推定される。
【００４６】
　[0081]いくつかの実装形態では、ＳＴＡが媒体と迅速に同期するために同期フレームを
受信することを要求した場合、または、ＳＴＡがダウンリンクバッファユニットまたはチ
ェックビーコンの通知を受信することを要求した場合、ＡＰは、ポイント調整機能（ＰＣ
Ｆ：Point Coordination Function）フレーム間スペース（ＰＩＦＳ：Interframe Spaces
）を使用して、スロット境界またはＳＴＡのターゲットウェイク時間において同期フレー
ムを送信する。ＡＰは、ＳＴＡのターゲットウェイク時間から時間Ｔが経った後、同期フ
レームの送信を中止する。同期フレームは、ターゲットＳＴＡの（部分的な）ＡＩＤ、制
御情報（ＢＵの存在、ビーコン読取り、同期のみ）をＳＩＧ中に含むＮＤＰ制御フレーム
である。ＮＤＰ同期フレームを送信した後で、ＡＰは、ＳＴＡがアクティブモードになる
前に、データまたは管理フレームをＳＴＡに送信しなくてよい。
【００４７】
　[0082]図１は、本開示の態様が利用され得る例示的なワイヤレス通信システム１００を
示す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１ａｈ規
格に従って動作することができる。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６と通
信するＡＰ１０４を含み得る。
【００４８】
　[0083]様々な処理および方法は、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間の、ワイヤレス通信
システム１００における送信のために使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦ
ＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信され受信され得る。この場
合、ワイヤレス通信システム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれ得る。代
替的に、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信され受
信され得る。この場合、ワイヤレス通信システム１００は、ＣＤＭＡシステムと呼ばれ得
る。
【００４９】
　[0084]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６の１つまたは複数への送信を容易にする通信リンク
はダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０６の１つまたは複数か
らＡＰ１０４への送信を容易にする通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１０と呼ばれる
ことがある。代替として、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チャネルと呼
ばれることがあり、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれる
ことがある。
【００５０】
　[0085]ＡＰ１０４は、基地局として動作し、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２にお



(19) JP 6224117 B2 2017.11.1

10

20

30

40

50

いてワイヤレス通信カバレッジを提供することができる。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４と関
連付けられる、また通信のためにＡＰ１０４を使用するＳＴＡ１０６とともに、基本サー
ビスセット（ＢＳＳ）と呼ばれ得る。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４
を有しないことがあり、むしろ、ＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機能
し得ることに留意されたい。したがって、本明細書で説明されたＡＰ１０４の機能は、Ｓ
ＴＡ１０６のうちの１つまたは複数によって代替的に実行され得る。
【００５１】
　[0086]ＡＰ１０４は、ダウンリンク１０８などの通信リンクを介して、システム１００
の他のノードＳＴＡ１０６にビーコン信号（または単に「ビーコン」）を送信することが
でき、ビーコン信号は、他のノードＳＴＡ１０６がタイミングをＡＰ１０４と同期するの
を助けることができ、または、他の情報もしくは機能を提供することができる。そのよう
なビーコンは周期的に送信され得る。一態様では、連続する送信の間の期間は、スーパー
フレームと呼ばれ得る。ビーコンの送信は、いくつかのグループまたは間隔に分割され得
る。一態様では、ビーコンは、限定はされないが、共通クロックを設定するためのタイム
スタンプ情報、ピアツーピアネットワーク識別子、デバイス識別子、能力情報、スーパー
フレーム継続時間、送信方向情報、受信方向情報、近隣リスト、および／または、拡張近
隣リストなどの情報を含んでよく、これらのうちのいくつかが以下でさらに詳細に説明さ
れる。したがって、ビーコンは、いくつかのデバイスの間で両方共通の（たとえば、共有
される）情報と、所与のデバイスに固有の情報とを含み得る。
【００５２】
　[0087]ＡＰ１０４は、ダウンリンク１０８などの通信リンクを介して、システム１００
の他のノードＳＴＡ１０６に短いページメッセージ信号（または単に「ページ」）を送信
することができ、ページは、他のノードＳＴＡ１０６がタイミングをＡＰ１０４と同期す
るのを助けることができ、または、他の情報もしくは機能を提供することができる。その
ようなページは周期的に送信され得る。一態様では、連続する送信の間の期間は、ページ
スーパーフレームと呼ばれ得る。ページの送信は、いくつかのグループまたは間隔に分割
され得る。一態様では、ページは、限定はされないが、受信機をウェイクアップする時間
、受信機をスリープする時間、または継続時間情報、共通クロックを設定するためのタイ
ムスタンプ情報、ピアツーピアネットワーク識別子、デバイス識別子、能力情報、ページ
スーパーフレーム継続時間、送信方向情報、および／または、受信方向情報などの情報を
含んでよく、これらのうちのいくつかが以下でさらに詳細に説明される。したがって、ペ
ージは、いくつかのデバイスの間で両方共通の（たとえば、共有される）情報と、所与の
デバイスに固有の情報とを含み得る。
【００５３】
　[0088]いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に通信を送信し、および／ま
たはＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４と関連付けることが必要とされ得
る。一態様では、関連付けるための情報は、ＡＰ１０４によってブロードキャストされる
ビーコンに含まれる。そのようなビーコンを受信するために、ＳＴＡ１０６は、たとえば
、カバレッジ領域にわたって広範なカバレッジ探索を実行することができる。探索はまた
、たとえば、灯台スキームでカバレッジ領域をスイープすることによって、ＳＴＡ１０６
により実行され得る。関連付けるための情報を受信した後、ＳＴＡ１０６は、関連付け調
査または要求などの基準信号をＡＰ１０４に送信することができる。いくつかの態様では
、ＡＰ１０４は、たとえば、インターネットまたは公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などのよ
り大きいネットワークと通信するために、バックホールサービスを使用することができる
。
【００５４】
　[0089]したがって、いくつかのワイヤレス通信システム１００では、ＡＰ１０４は、Ｓ
ＴＡ１０６のためにＡＰ１０４においてバッファリングされたデータがあるかどうか示す
ページングメッセージを、省電力モードにある複数のＳＴＡ１０６に送信することができ
る。ＳＴＡ１０６は、この情報をさらに使用して、アウェイク状態または一時休止状態に
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なる必要があるかどうかを決定することができる。たとえば、ＳＴＡ１０６がページング
されていないとＳＴＡ１０６が判定した場合、ＳＴＡ１０６は一時休止状態に入ることが
できる。代替として、ＳＴＡ１０６がページングされ得るとＳＴＡ１０６が判定した場合
、ＳＴＡ１０６は、ある時間期間、アウェイク状態に入ってページを受信し、さらにペー
ジに基づいてアウェイク状態にいつ入るかを決定することができる。さらに、ＳＴＡ１０
６は、ページを受信した後、ある時間期間、アウェイク状態にとどまることができる。別
の例では、ＳＴＡ１０６は、ページングされたときも、ページングされないときも、本開
示と矛盾しない他の方法で機能するように構成され得る。
【００５５】
　[0090]いくつかの態様では、ページングメッセージは、トラフィック識別マップ（ＴＩ
Ｍ）のようなビットマップ（この図に示されない）を含み得る。いくつかのそのような態
様では、ビットマップはいくつかのビットを含み得る。これらのページングメッセージは
、ビーコンまたはＴＩＭのフレームでＡＰ１０４からＳＴＡ１０６に送信され得る。ビッ
トマップ中の各ビットは、複数のＳＴＡ１０６のうちの特定のＳＴＡ１０６に対応してよ
く、各ビットの値（たとえば、０または１）は、ＡＰ１０４がその特定のＳＴＡのために
有するバッファリングされたユニット（ＢＵ）を受信することが可能となるために、対応
するＳＴＡ１０６がなるべき状態（たとえば、一時休止状態またはアウェイク状態）を示
すことができる。したがって、ビットマップのサイズは、ワイヤレス通信システム１００
内のＳＴＡ１０６の数に正比例し得る。したがって、ワイヤレス通信システム１００内の
多数のＳＴＡ１０６は、大きなビットマップをもたらし得る。
【００５６】
　[0091]いくつかの態様では、長時間スリープとなるＳＴＡ１０６は、入来するＴＩＭメ
ッセージを読み取るためにウェイクアップしないことがある。たとえば、ＳＴＡ１０６は
、延長スリープモードでは、１つまたは複数のＴＩＭメッセージを通じてスリープになる
ように構成され得る。この場合、ＳＴＡ１０６は、ＳＴＡ１０６がいずれのＴＩＭメッセ
ージも読み取れないことを、ＡＰ１０４に事前に告知していることがある。したがって、
ＡＰ１０４は、ＴＩＭメッセージ中に対応する識別子を含めなくてよい。様々な実装形態
では、ＳＴＡ１０６は、制御メッセージを使用して、または関連付け中に直ちに、ＳＴＡ
１０６が１つまたは複数のＴＩＭメッセージのためにウェイクアップしないこと（すなわ
ち、それらが上述の省電力モードで動作していること）をＡＰ１０４に通知し得る。
【００５７】
　[0092]このようにＡＰ１０４に通知したＳＴＡ１０６に対しては、ＡＰ１０４がＳＴＡ
１０６を対象とするＢＵを有するときでも、ＡＰ１０４はＴＩＭメッセージ中に識別子を
含めなくてよい。ＳＴＡ１０６は、任意の時間にＡＰ１０４へＰＳポーリングを送信する
ことによって、ＳＴＡ１０６のＢＵを要求することができる。一実装形態では、ＡＰ１０
４は、ＰＳポーリングに応答して、ＢＵを直ちに送信することができる。別の実装形態で
は、ＡＰ１０４は、ＰＳポーリングにＡＣＫで応答し、後でＢＵを配信することができる
。さらに別の実装形態では、ＡＰ１０４は、ＰＳポーリングに（ＡＣＫでもＢＵでも）直
ちに応答しないことがある。ＡＰ１０４は、代わりに、ＴＩＭメッセージの後の所与の予
定された時間の後に送信される、累積ＡＣＫフレームで返答することができる。
【００５８】
　[0093]様々な実装形態では、ＳＴＡ１０６は、ＰＳポーリング（動的インジケーション
の場合）、ＡＰに送信される関連付け要求、調査要求、および／または別の管理フレーム
（静的インジケーションの場合）を介して、ＢＵを配信するための待ち時間を規定するこ
とができる。他の実装形態では、ＡＰ１０４は、肯定応答（ＡＣＫまたはａｃｋ）フレー
ム、ＴＩＭ要素（動的インジケーションの場合）、ＳＴＡ１０６に送信されるビーコン、
関連付け応答、調査応答、または他の管理フレーム（静的インジケーションの場合）を介
して、ＢＵを配信するための待ち時間を規定することができる。ＳＴＡ１０６は、待ち時
間の継続時間の間、スリープに入ることができる。ＳＴＡ１０６は、ＡＣＫを送信するこ
とによって、ＢＵの正しい受信に肯定応答することができる。ＳＴＡ１０６は次いで、ス
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リープに戻ることができる。
【００５９】
　[0094]図２は、図１のワイヤレス通信システム１００内で利用され得るワイヤレスデバ
イス２０２の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、本明細書で
説明される様々な方法を実施するように構成され得るデバイスの例である。たとえば、ワ
イヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４、ＳＴＡ１０６のうちの１つ、またはリレー３２
０および／または３３０のうちの１つを備え得る。
【００６０】
　[0095]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含み得る。プロセッサ２０４は、中央処理装置（ＣＰＵ）とも呼ばれ得る
。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み得るメ
モリ２０６は、命令とデータとをプロセッサ２０４に提供することができる。メモリ２０
６の一部は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含み得る。プロセッサ２
０４は通常、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理演算と算術演
算とを実行する。メモリ２０６中の命令は、本明細書で説明される方法を実施するように
実行可能であり得る。
【００６１】
　[0096]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサによって実装された処理シス
テムを備えてよく、またはそのコンポーネントであってよい。１つまたは複数のプロセッ
サは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、コントローラ、ステートマシン、ゲート論理、個別のハードウェアコンポ
ーネント、専用のハードウェア有限ステートマシン、または、情報の計算もしくは他の操
作を実行することができる任意の他の適切なエンティティの任意の組合せによって実装さ
れ得る。
【００６２】
　[0097]処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体も含み得る。
ソフトウェアは、ソフトウェアと呼ばれるか、ファームウェアと呼ばれるか、ミドルウェ
アと呼ばれるか、マイクロコードと呼ばれるか、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、ま
たは別様に呼ばれるかにかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈されるべ
きである。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能コー
ド形式、または任意の他の適切なコード形式の）コードを含み得る。命令は、１つまたは
複数のプロセッサによって実行されたとき、本明細書で説明される様々な機能を処理シス
テムに実行させる。
【００６３】
　[0098]ワイヤレスデバイス２０２が送信ノードとして実装または使用されるとき、プロ
セッサ２０４は、複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダタイプのうちの１つを選択し
、そのＭＡＣヘッダタイプを有するパケットを生成するように構成され得る。たとえば、
プロセッサ２０４は、以下でさらに詳細に説明されるように、ＭＡＣヘッダとペイロード
とを備えるパケットを生成し、どのようなタイプのＭＡＣヘッダを使用するかを判定する
ように構成され得る。
【００６４】
　[0099]ワイヤレスデバイス２０２が受信ノードとして実装または使用されるとき、プロ
セッサ２０４は、複数の異なるＭＡＣヘッダタイプのパケットを処理するように構成され
得る。たとえば、プロセッサ２０４は、以下でさらに論じられるように、パケット中で使
用されるＭＡＣヘッダのタイプを判定し、それに応じてパケットおよび／またはＭＡＣヘ
ッダのフィールドを処理するように構成され得る。
【００６５】
　[00100]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔の位置と
の間のデータの送信と受信とを可能にするために、送信機２１０および／または受信機２
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１２を含み得る筐体２０８を含み得る。送信機２１０と受信機２１２は、送受信機２１４
へと組み合わされ得る。アンテナ２１６は、筐体２０８に取り付けられ、送受信機２１４
に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス２０２は、複数の送信機、複数の受信機、
複数の送受信機、および／または複数のアンテナも含み得る（図示せず）。
【００６６】
　[00101]ワイヤレスデバイス２０２は、送受信機２１４によって受信された信号のレベ
ルを検出し、定量化しようとする際に使用され得る、信号検出器２１８も含み得る。信号
検出器２１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、電力
スペクトル密度および他の信号などの信号を検出することができる。ワイヤレスデバイス
２０２は、信号を処理する際に使用するデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０も含み
得る。ＤＳＰ２２０は、送信のためのパケットを生成するように構成され得る。いくつか
の態様では、パケットは物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ）を備え得る。
【００６７】
　[00102]受信機２１２は、異なるＭＡＣヘッダタイプを有するパケットをワイヤレスに
受信するように構成され得る。いくつかの態様では、受信機２１２は、以下でさらに詳細
に説明されるように、使用されたＭＡＣヘッダのタイプを検出し、それに応じてパケット
を処理するように構成される。
【００６８】
　[00103]ワイヤレスデバイス２０２は、送受信機２１４によって受信された信号のレベ
ルを検出し、定量化しようとする際に使用され得る、信号検出器２１８も含み得る。信号
検出器２１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、電力
スペクトル密度および他の信号などの信号を検出することができる。ワイヤレスデバイス
２０２は、信号を処理する際に使用するデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０も含み
得る。ＤＳＰ２２０は、送信のためのデータユニットを生成するように構成され得る。い
くつかの態様では、データユニットは物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ）を備え得る
。いくつかの態様では、ＰＰＤＵはパケットと呼ばれる。
【００６９】
　[00104]ワイヤレスデバイス２０２はさらに、第２の低電力受信機２２８を備えるウェ
イクアップ回路２３０を備え得る。一態様では、低電力受信機２２８は、動作の間に受信
機２１４によって通常消費される電力よりも少ない電力を消費するように構成され得る。
たとえば、低電力受信機２２８は、送受信機２１４と比較すると、動作時に、およそ１０
倍、２０倍、５０倍、または１００倍（またはそれ以上）少ない電力を消費するように構
成され得る。一態様では、低電力受信機２２８は、ＯＦＤＭおよび他の同等の技法に基づ
いて信号を送信し受信するように構成され得る送受信機２１４と比較すると、オンオフ変
調または周波数偏移変調（ＦＳＫ）のような変調／復調技法を使用して信号を受信するよ
うに構成され得る。低電力受信機２２８を有するワイヤレスデバイス２０２であるＳＴＡ
１０６は、本明細書では低電力受信機ＳＴＡ２２８と呼ばれ得る。低電力受信機２２８を
含まない可能性がある、または、送受信機２１４がアクティベートされるモードで動作し
ている可能性がある他のＳＴＡは、本明細書ではＳＴＡ１０６と呼ばれ得る。
【００７０】
　[00105]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス２０２はさらに、ユーザインターフ
ェース２２２を備え得る。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロフォ
ン、スピーカ、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース２２２
は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝え、および／またはユーザからの入力
を受信する、任意の要素またはコンポーネントを含み得る。
【００７１】
　[00106]ワイヤレスデバイス２０２の様々なコンポーネントは、バスシステム２２６に
よって一緒に結合され得る。バスシステム２２６は、たとえば、データバスを含んでよく
、さらには、データバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バス
を含んでよい。ワイヤレスデバイス２０２のコンポーネントは、何らかの他の機構を使用
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して、互いに結合され、または互いに対する入力を受け入れ、または提供し得ることを当
業者は諒解されよう。
【００７２】
　[00107]図２には、いくつかの別個のコンポーネントが示されているが、コンポーネン
トの１つまたは複数が組み合わされ、または共通に実装され得ることを当業者は認識する
であろう。たとえば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上で説明された機
能を実装するためだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上
で説明された機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図２に示されるコンポーネ
ントの各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【００７３】
　[00108]ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４またはＳＴＡ１０６を備えてよく、
通信を送信および／または受信するために使用されてよい。すなわち、ＡＰ１０４または
ＳＴＡ１０６のいずれかは、送信機デバイスまたは受信機デバイスとして機能し得る。い
くつかの態様は、信号検出器２１８が、送信機または受信機の存在を検出するために、メ
モリ２０６およびプロセッサ２０４上で動作しているソフトウェアによって使用されるこ
とを企図する。
【００７４】
　[00109]受信機２１２のようなＳＴＡ１０６の受信機は、ＡＰ１０４または別のＳＴＡ
からのパケットの受信の間に、またはパケットが受信されるのを待機している間に、大量
の電力を消費し得る。ＳＴＡ１０６によって消費される電力の量は、受信機が短い時間間
隔の間オフされれば、減らされ得る。たとえば、ＳＴＡ１０６の受信機は、ＡＰ１０４お
よびＳＴＡ１０６によって合意された時間に、オフまたはオンされ得る。しかしながら、
合意された時間に受信機をオフすることは、柔軟または効率的ではないことがある。ＡＰ
１０４への、およびＡＰ１０４からのトラフィックパターンは予測可能でないことがある
ので、ＳＴＡ１０６に送信される準備ができているパケットがないときに、合意された時
間が来ることがある。同様に、ＳＴＡ１０６の受信機がオフにされているときに、パケッ
トはＳＴＡ１０６へ送信される準備ができることがある。
【００７５】
　[00110]いくつかの実装形態では、上で説明された欠点のいくつかは、ＳＴＡ１０６に
第２の受信機を含めることによって最小化され得る。第２の受信機は、ＷＬＡＮ（たとえ
ば、ＩＥＥＥ　８０２．１１プロトコルなど）と互換性のある低電力受信機であり得る。
たとえば、ＳＴＡ１０６の低電力受信機は、ＡＰ１０４と通信する（たとえば、ＡＰ１０
４からパケットを受信する）ことが可能であり得る。別の例として、ＳＴＡ１０６の低電
力受信機は、ＳＴＡ１０６と関連付けられないものを含む、他のＳＴＡと通信することが
可能であり得る。本明細書で説明されるように、低電力受信機の使用はエネルギー消費を
減らし得る。
【００７６】
　[00111]一般に、ＳＴＡ１０６（たとえば、ワイヤレスデバイス２０２）は、ＡＰ１０
４または別のＳＴＡからメッセージが受信されたときにスリープ状態または一時休止状態
から受信機２１２をウェイクアップする、ＲＦウェイクアップ受信機を含み得る。ＲＦウ
ェイクアップ受信機は、受信機２１２がウェイクアップしデータの受信を開始するための
媒体を確保し得る。さらなる実施形態では、ＲＦウェイクアップ受信機は、ＡＰ１０４と
合意された予定に基づいて、オンされオフされ得る。これは、エネルギー消費をさらに減
らし得る。
【００７７】
　[00112]ある実装形態では、ＳＴＡ１０６は、ＳＴＡ１０６が動作している所与の電力
管理（または省電力）モードのいくつかの状態の１つにあり得る。たとえば、状態は、Ｓ
ＴＡ１０６が「アウェイクして」おり、ＳＴＡ１０６が信号を（その主信号受信機２１２
で）受信し、処理し、送信できる、アクティブ状態を含み得る。言い換えると、アクティ
ブ状態では、ＳＴＡ１０６の受信機２１２ならびに任意の関連付けられるアナログ回路お
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よび／またはデジタル回路は、ＳＴＡ１０６が信号を受信し、処理し、送信できるように
、オンされ得る。ＳＴＡ１０６がＰＳモードにあるとき、ＳＴＡ１０６は、アウェイク状
態または一時休止状態にあり得る。一時休止状態では、ＳＴＡ１０６は、主信号受信機２
１２で信号を受信できず、より少ない電力が消費される。信号を受信するために、ＳＴＡ
１０６はアウェイク状態に置かれてよく、通常、周期的に（たとえば、ビーコンを確認す
るために１００ｍｓごとに）アウェイクする。いくつかの実装形態では、ＳＴＡ１０６は
、ＰＳ低電力モード（ＰＳ－ＬＰモード）でも動作することができる。ＰＳ－ＬＰモード
では、ワイヤレスデバイスの主信号受信機（たとえば、デバイス２０２の受信機２１２）
は、通常は周期的にアウェイクしないが、代わりに、メイン受信機は、メイン受信機２１
２をウェイクアップするようにインジケートする信号を低電力受信機２２８が受信したと
きにウェイクアップさせられる。したがって、ＰＳ－ＬＰモードのいくつかの実装形態で
は、ＳＴＡの状態は、アウェイク、一時休止、または低電力であり得る（このとき、ＳＴ
Ａは周期的にウェイクアップしないが、代わりに、低電力受信機において受信される信号
によってアウェイクされる）。ＰＳ－ＬＰモードの他の実装形態では、ＳＴＡの状態はア
ウェイクまたは低電力であり得るが、一時休止状態を有しない。
【００７８】
　[00113]ＰＳモードでは、ＳＴＡ１０６はアウェイク状態にあってよく（たとえば、受
信機２１２ならびに任意の関連付けられるアナログ回路および／またはデジタル回路がオ
ンされる）、または、一時休止状態にあってよい（たとえば、ＲＦウェイクアップ受信機
はオンされるが、受信機２１２ならびに任意の関連付けられるアナログ回路および／また
はデジタル回路はオフされる）。ＡＰは、ワイヤレスデバイスがＰＳ－ＬＰモードで動作
しているかどうかを知らないことがある。たとえば、レガシーデバイスは、低電力受信機
を含まないことがある。したがって、ＰＳ－ＬＰモードを利用できるデバイスに対しては
ＰＳ－ＬＰモードを利用でき、レガシーデバイスが通常動作する通りに動作するようにレ
ガシーデバイスにも対応する、通信プロトコルが使用され得る。
【００７９】
　[00114]いくつかの実装形態では、ワイヤレスデバイスがレガシーの省電力モードにあ
るとき、ワイヤレスデバイスビー、いくつかの動作モードの１つで動作可能。たとえば、
動作モードは、レガシーのＰＳポーリング、未定自動省電力配信（Ｕ－ＡＰＳＤ）、予定
自動省電力配信（Ｓ－ＡＰＳＤ：scheduled automatic power save delivery）、トンネ
ル化直接リンクセットアップ（ＴＤＬＳ：tunneled direct-link setup）ピア省電力モー
ド、および／または、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈターゲットウェイク時間（ＴＷＴ）を
含み得る。
【００８０】
　[00115]レガシーのＰＳポーリング動作モードは、ＡＰ１０４によって送信されるトラ
フィックインジケーションマップ（ＴＩＭ）をＳＴＡ１０６が聴取することを含み得る。
バッファリング可能なユニット（ＢＵ）があることをＴＩＭが示す場合、ＳＴＡ１０６は
ＰＳポーリングをＡＰ１０４に送信することができる。ＡＰ１０４は、データを直ちに送
信することによって、または、後でデータに続いて肯定応答を送信することによって、応
答することができる。ＡＰ１０４はまた、利用可能な任意のさらなるＢＵがあるかどうか
を示すことができる。
【００８１】
　[00116]Ｕ－ＡＰＳＤ動作モードは、ＰＳポーリング動作モードと同様であり得る。Ｓ
ＴＡ１０６は「トリガフレーム」を送信することができ、トリガフレームは、ＡＣインジ
ケーションを伴う任意のデータフレーム（たとえば、ＱｏＳ－Ｎｕｌｌを含む）を含み得
る。ＡＰ１０４は、サービス期間の開始時に、かつサービス期間が終わるまでデータを送
信することによって、応答することができる。
【００８２】
　[00117Ｓ－ＡＰＳＤ動作モードは、ＳＴＡ１０６とＡＰ１０４がパケットの予定される
配信時間について合意することを含み得る。合意された時間において、ＡＰ１０４は、Ｓ
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ＴＡ１０６がアウェイクしているかどうかを確認するためにフレーム（たとえば、ＣＦ－
Ａｃｋ）を送信することができる。ＳＴＡ１０６がアウェイクしている場合、ＡＰ１０４
は、Ｕ－ＡＰＳＤ動作モードに関して上で説明されたようなサービス期間を開始すること
ができる。
【００８３】
　[00118]ＴＤＬＳピア省電力モードは、両方のＳＴＡがアウェイクしている予定された
時間について合意した、１つまたは複数のＳＴＡを含み得る。データが交換される場合、
ＳＴＡは、サービス期間が終了したことをデータが示すとき、スリープまたは一時休止に
入り得る。
【００８４】
　[00119]ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ　ＴＷＴ動作モードは、アップリンクデータ転送
および／またはダウンリンクデータ転送のための周期的な時間枠についてＡＰ１０４と合
意したＳＴＡ１０６を含み得る。ＳＴＡ１０６は、周期的な時間枠の外側でスリープまた
は一時休止にあり得る。
【００８５】
　[00120]上で説明された低電力状態は、超低電力状態とも呼ばれ得る。したがって、省
電力超低電力（ＰＳ－ＵＬＰ）状態（たとえば、ＰＳ－ＵＬＰモード）では、ＳＴＡ１０
６は、アウェイク状態、一時休止状態、または超低電力（ＵＬＰ）状態にあり得る（たと
えば、低電力受信機および／または低電力ウェイクアップ受信機はオンされるが、ＲＦウ
ェイクアップ回路、受信機２１２、ならびに任意の関連付けられるアナログ回路および／
もしくはデジタル回路はオフされ得る）。本明細書で説明されるように、ＳＴＡ１０６は
ＰＳ－ＵＬＰ状態で動作していると仮定される。
【００８６】
　[00121]ある実装形態では、ＰＳ－ＵＬＰモードでは、ＳＴＡ１０６は、一時休止状態
からアウェイク状態に、アウェイク状態から一時休止状態に、一時休止状態からＵＬＰ状
態に、ＵＬＰ状態からアウェイク状態に、ＵＬＰ状態から一時休止状態に、および／また
はアウェイク状態からＵＬＰ状態に移行し得る。
【００８７】
　[00122]ＳＴＡ１０６は、ＰＳポーリングまたはトリガフレームをＡＰ１０４に送信す
ることによって、一時休止状態からアウェイク状態に移行したことをＡＰ１０４に示すこ
とができる。ＰＳポーリングおよび／またはトリガフレームは、ＳＴＡ１０６がデータを
受信する準備ができていることを示し得る。
【００８８】
　[00123]ＳＴＡ１０６は、ＳＴＡ１０６がスリープに入れることを示すメッセージをＡ
Ｐ１０４から受信すると、アウェイク状態から一時休止状態に移行することができる。た
とえば、ＡＰ１０４は、追加のデータがＳＴＡ１０６に送信されないことを示すパラメー
タを送信することができ、および／または、サービス期間が終了したことを示すパラメー
タを送信することができる。ある実装形態では、ＡＰ１０４は、そのパラメータを送信す
ると、ＳＴＡ１０６が一時休止状態に移行したと見なすことができる。
【００８９】
　[00124]ある実装形態では、ＳＴＡ１０６およびＡＰ１０４は、ＳＴＡ１０６がＵＬＰ
状態にあり得る時間期間（たとえば、ターゲットＵＬＰ時間（ＴＵＴ））について合意し
得る。ＴＵＴの間、ＡＰ１０４は、１つまたは複数のＵＬＰメッセージをＳＴＡ１０６に
送信することができる。いくつかの実装形態では、ＳＴＡ１０６は、タイミングパラメー
タをＡＰ１０４と交換することによって、（たとえば、そのウェイクアップ時間に基づい
て）好ましい設定を示すことができる。
【００９０】
　[00125]ＴＵＴは、Ｓ－ＡＰＳＤ動作モードまたはＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ　ＴＷ
Ｔ動作モードの状況ですでに合意されている時間に対して定義され得る。たとえば、Ｓ－
ＡＰＳＤ動作モードまたはＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ　ＴＷＴ動作モードの状況で合意
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された時間は、ＡＰ１０４がデータをＳＴＡ１０６に送信できるサービス期間（たとえば
、ＳＴＡ１０６がアウェイク状態にある期間）を示し得る。いくつかの実装形態では、Ｔ
ＵＴは、サービス期間の前または後に来ることがある。他の実装形態では、ＴＵＴは、サ
ービス期間と重複し得る。ＴＵＴおよびサービス期間は重複し得るが、ＡＰ１０４は、Ｓ
ＴＡ１０６がＴＵＴの継続時間の間ＵＬＰ状態にあると見なすことができる。
【００９１】
　[00126]ＡＰ１０４がＳＴＡ１０６に対して利用可能なＢＵを有する場合、ＡＰ１０４
は、ＴＵＴの間にＵＬＰメッセージを送信することができる。いくつかの実装形態では、
ＵＬＰメッセージは、ＳＴＡ１０６に向けられたユニキャスト送信を介して送信され得る
。他の実装形態では、ＵＬＰメッセージは、ＳＴＡ１０６および他のＳＴＡに向けられた
グループキャスト送信を介して送信され得る。ＵＬＰメッセージは、ＳＴＡ１０６を、次
のサービス期間（たとえば、Ｓ－ＡＰＳＤ動作モード、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ　Ｔ
ＷＴ動作モードなどの状況で合意されたサービス期間）の開始までにＵＬＰ状態からアウ
ェイク状態へ移行させ得る。言い換えると、ＵＬＰメッセージはウェイクアップ信号とし
て機能し得る。サービス期間と重複するＴＵＴの間にＵＬＰメッセージが受信される場合
、ＳＴＡ１０６は直ちに、またはほぼ直ちに、アウェイク状態に移行することができる。
【００９２】
　[00127]いくつかの実装形態では、ＡＰ１０４は、サービス期間にデータパケットを送
信する前にＳＴＡ１０６がアウェイク状態に移行していることを確実にすることができる
。ある実装形態では、ＡＰ１０４は、フレームＱｏＳと、サービス期間が終了していない
ことを示すＣＦ－Ａｃｋとを送信し、ＳＴＡ１０６からの肯定応答を予期し得る。ＳＴＡ
１０６は次いで、アウェイクにとどまり、データパケットがＡＰ１０４から受信されるの
を待機することができる。別の実装形態では、ＡＰ１０４は、ＳＴＡ１０６がアウェイク
状態にあることを示すための、ＰＳポーリングまたはトリガフレームをＳＴＡ１０６から
受信することを予期し得る。たとえば、ＵＬＰメッセージはＴＩＭとして機能することが
でき、ＳＴＡ１０６は、当業者に知られている通常の省電力モードにおけるように動作す
ることができる。
【００９３】
　[00128]他の実装形態では、ＡＰ１０４は、ＵＬＰメッセージが送信されてから所定の
時間（たとえば、１０ｍｓ、１００ｍｓなど）後に開始するアウェイク状態にＳＴＡ１０
６があると、見なすことができる。
【００９４】
　[00129]ＡＰ１０４がＳＴＡ１０６に対して利用可能なＢＵを有しない場合、ＡＰ１０
４は依然として、ＴＵＴの間にＵＬＰメッセージを送信することができる。ＵＬＰメッセ
ージは、ＳＴＡ１０６に対して利用可能なデータがないことを示し得る。ＵＬＰメッセー
ジはまた、ＡＰ１０４およびＳＴＡ１０６が新たなＴＵＴおよび／またはサービス期間を
予定できるように、同期を可能にし得る。ＵＬＰメッセージはまた、ＳＴＡ１０６がより
早い時間に（たとえば、ＴＵＴの終了の前に）ＵＬＰ状態から一時休止状態へ移行するこ
とを可能にし得る。
【００９５】
　[00130]ＡＰ１０４がＴＵＴの間にＵＬＰメッセージを送信しない場合、ＳＴＡ１０６
は、ＴＵＴが終了するまでＵＬＰ状態に残り得る。ＴＵＴが終了した後、ＳＴＡ１０６は
一時休止状態に移行し得る。ＴＵＴがサービス期間と重複する場合、ＳＴＡ１０６は、Ｔ
ＵＴが終了した後でアウェイク状態に移行し得る。
【００９６】
　[00131]いくつかの実装形態では、ＳＴＡ１０６は、サービス期間が終了した後で、ア
ウェイク状態から一時休止状態に移行し得る。他の実装形態では、ＳＴＡ１０６がアウェ
イク状態にないときには常にＵＬＰ状態にあることをＳＴＡ１０６が示す場合、ＳＴＡ１
０６は、サービス期間が終了した後でアウェイク状態からＵＬＰ状態に移行し得る。
【００９７】
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　[00132]他の実装形態では、ＳＴＡ１０６およびＡＰ１０４は、Ｓ－ＡＰＳＤ動作モー
ドまたはＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ　ＴＷＴ動作モードの状況などにおいて、所与の予
定について合意することができ、ＳＴＡ１０６は、ＳＴＡ１０６が予定された時間の間に
アクティブ状態にあるかＵＬＰモードにあるかを示すことができる。ＳＴＡ１０６がＵＬ
Ｐモードにある場合、ＡＰ１０４は上で説明されたように振る舞い得る（たとえば、ＡＰ
１０４は、ＵＬＰメッセージの後でフレームＱｏＳとＣＦ－Ａｃｋとを送信し、ＳＴＡ１
０６からの肯定応答を予期することができ、または、ＡＰ１０４は、ＳＴＡ１０６からの
ＰＳポーリングまたはトリガフレームを予期することができる）。
【００９８】
　[00133]図３Ａは、低電力ウェイクアップ信号３００ａの可能な構造を示す。ウェイク
アップ信号３００ａは、符号化された信号を搬送する単相信号３０４ａであり得る。ウェ
イクアップ信号は、オンオフ変調、周波数偏移変調などを使用して送信され得る。たとえ
ば、オンオフ変調と同様の何かを使用する場合、ウェイクアップ信号３００ａは、０およ
び１として表されるシーケンスであり得る。ウェイクアップ回路２３０および低電力受信
機２２８が０と１との特定のシーケンスを検出すると、ウェイクアップ回路２３０は送受
信機２１４をオンすることをトリガし得る。ウェイクアップ回路２３０は、各々の可能な
信号を検出しようと試みるために、複数の相関器を有し得る。
【００９９】
　[00134]図３Ｂは、低電力ウェイクアップ信号３００ｂの別の可能な構造を示す。低電
力ウェイクアップ信号は２つの部分を含む。第１の部分３０２ｂは、「グローバル」シー
ケンス（ロバスト）、すなわち、「低電力ウェイクアッププリアンブル」のようなものを
含む。これは、低電力信号３００ｂが到来していることを低電力受信機２２８が検出する
ことを可能にし得る。第１の部分３０２ａに続く第２の部分３０４ｂは、符号化された情
報を含む。符号化された情報は、ウェイクアップされるべきＳＴＡ１０６ｅの識別子また
は他の情報を示し得る。任意選択で、誤り検出のためのチェックサムを含む第３の部分３
０６ｂがあり得る。第１の部分３０２ｂは、オンオフ変調、周波数偏移変調、または、タ
イミングと検出とを提供し得る他の変調されたプリアンブルシーケンスを使用して形成さ
れ得る。いくつかの実装形態では、第２の部分３０４ｂは、拡散／符号化され得るデータ
を含み得る。拡散／符号化は、ＳＴＡを送信し受信することによって合意され得る。
【０１００】
　[00135]加えて、低電力ウェイクアップ信号は、共存を規定する送信のシーケンスにお
いて提供され得る。たとえば、新たな低電力ウェイクアップ信号の前の８０２．１１　Ｏ
ＦＤＭ　ＰＨＹプリアンブルのための新たなウェイクアップＰＰＤＵフォーマットのよう
な、追加の「ウェイクアップＰＰＤＵフォーマット」プリアンブルが提供され得る。ＯＦ
ＤＭ　ＰＨＹプリアンブルは、（ＳＩＧフィールドにおいて）ある継続時間を示すことが
でき、このことは、８０２．１１　ＳＴＡを、信号の継続時間と受信機のウェイクアップ
時間の間待機させる。８０２．１１　ＳＴＡは、入来する通常のパケットがあると見なし
得る。したがって、ペイロードの受信は失敗することがあるが、８０２．１１　ＳＴＡは
、ＰＨＹプリアンブルにおいて示された時間、待機する。さらに、低電力ウェイクアップ
信号は、通常のＰＰＤＵの継続時間と一致するように、最大で～２０ｍｓのシグナリング
継続時間を有するように提供され得る。加えて、チャネルにアクセスするための競合ベー
スの機構を他のデバイスが尊重することを確実にするために、Ｎｕｌｌパケット（ＳＴＡ
へのＱｏＳ　Ｎｕｌｌフレーム）が、ウェイクアップ時間（たとえば、低電力受信機ＳＴ
Ａ１０６ｅの送受信機２１４がオンされる必要のある時間の期間）の間に送信され得る。
加えて、同じＰＨＹプリアンブルによって保護される複数のウェイクアップ信号があり得
る。加えて、ＰＨＹプリアンブルは、８０２．１１プリアンブルよりも狭い帯域幅を有し
得る。
【０１０１】
　[00136]図４は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレーム４００の例示的な構造を示す。
示されるように、ＭＡＣフレーム４００は、フレーム制御（ｆｃ）フィールド４１０、継
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続時間／識別（ｄｕｒ）フィールド４２５、受信機アドレス（ａ１）フィールド４３０、
送信機アドレス（ａ２）フィールド４３５、宛先アドレス（ａ３）フィールド４４０、シ
ーケンス制御（ｓｃ）フィールド４４５、第４のアドレス（ａ４）フィールド４５０、サ
ービス品質（ＱｏＳ）制御（ｑｃ）フィールド４５５、高スループット（ＨＴ）制御フィ
ールド４６０、フレーム本体４６５、およびフレーム確認シーケンス（ＦＣＳ）フィール
ド４７０という、１１個の異なるフィールドを含む。フィールド４１０～４６０は、ＭＡ
Ｃヘッダ４０２を構成する。各フィールドは、１つまたは複数のサブフィールドまたはフ
ィールドからなり得る。たとえば、媒体アクセス制御ヘッダ４０２のフレーム制御フィー
ルド４１０は、プロトコルバージョン、タイプフィールド、サブタイプフィールド、およ
び、図６に関して以下で論じられる他のフィールドのような、複数のサブフィールドから
なり得る。
【０１０２】
　[00137]図５は、ＭＡＣヘッダ５０３の別の実装形態を示す。ＭＡＣヘッダ４０２は、
ＱＯＳ制御フィールド４５５とＨＴ制御フィールド４６０とを含まないという点で、ＭＡ
Ｃヘッダ８０２と異なる。
【０１０３】
　[00138]図６は、図４および図５にそれぞれ示されるＭＡＣヘッダ４０２および５０３
のフレーム制御フィールド４１０および５１０の例示的な構造を示す。示されるように、
フレーム制御フィールドは、プロトコルバージョンフィールド６１１と、タイプフィール
ド６１２と、サブタイプフィールド６１３と、Ｔｏ　ＤＳフィールド６１４と、ｆｒｏｍ
　ＤＳフィールド６１５と、ｍｏｒｅ　フラグメントフィールド６１６と、再試行フィー
ルド６１７と、電力管理フィールド６１８と、ｍｏｒｅデータフィールド６１９と、保護
フレームフィールド６２０と、順序フィールド６２１とを含む。ＭＡＣフレーム５００の
タイプは、タイプフィールド６１２とサブタイプフィールド６１３との組合せによって定
義され得る。たとえば、管理フレームに対して、タイプフィールド６１２は００というバ
イナリ値を有し得る。サブタイプフィールド６１３は次いで、１６個の異なる管理フィー
ルドのタイプを提供する４ビット値を伴う、管理フィールドのタイプを示し得る。別の例
として、ＭＡＣフレーム５００のタイプは、０１というバイナリ値を伴うタイプフィール
ド６１２によって示される制御フレームであり得る。サブタイプフィールド６１３はさら
に、ブロック肯定応答要求フレーム、ブロック肯定応答フレーム、ＰＳポーリングフレー
ム、送信要求（ＲＴＳ：request to send）フィールド、送信可（ＣＴＳ：clear to send
）フィールドなどのような、異なるタイプの制御フィールドを示し得る。
【０１０４】
　[00139]いくつかの場合では、異なる使用法／目的のために、新たなタイプおよびフォ
ーマットのＭＡＣフレームを定義することが有利であり得る。たとえば、電力管理能力の
増強に備えて、新たな管理フレームのタイプを定義することが有利であり得る。たとえば
、新たな管理フレームのサブタイプは、ワイヤレスメッセージの電力管理インジケーショ
ンが受信機によってどのように解釈されるべきかを定義する、管理フレームを示し得る。
ある実装形態では、新たな管理フレームは、第２の電力管理状態のインジケーションが第
２または第３の電力管理状態を示すかどうかを定義し得る。たとえば、ある実装形態では
、新たな管理フレームは、インジケーションがどのように解釈されるべきかを定義するデ
ータを含み得る。ある実装形態では、データは拡張された能力要素に含まれ得る。代替的
に、２つの新たな管理フレームが定義され得る。この実装形態では、第１の新たな管理フ
レームは、第２の電力管理状態を示すために電力管理インジケーションを定義し、一方、
第２の新たな管理フレームは、第３の電力管理状態を示すために電力管理インジケーショ
ンを定義する。
【０１０５】
　[00140]図７は、通信システムにおいてページングを確立するための処理７００の例を
示す。いくつかの実装形態では、ＳＴＡは、一時休止またはアウェイクという、プライマ
リ受信機に対する２つの動作状態を伴う、省電力（ＰＳ）モードで動作させられる。ブロ
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ック７０２において、ＳＴＡは、ＳＴＡにおける第２の受信機（低電力受信機）への通信
を利用する（非常に短い）ページングモード７０４をＡＰが有効にすることを求める要求
を送信する。ブロック７０４において、ＡＰはページングを有効にする。ＳＴＡは、好ま
しい動作設定を示し得る。可能なページング機構は、管理フレーム、ＰＨＹプリアンブル
、または同様の実装形態であり得る。
【０１０６】
　[00141]ブロック７０７において、ページ送信を送信および／または受信するための１
つまたは複数の時間が定義される。ＳＴＡがページを受信することが予想される時間は、
周期的なターゲットビーコン通過時間（ＴＢＴＴ：Target Beacon Transit Times）と同
様であってよく、またはそれからずれてよい。この時間は、ＳＴＡごとに異なり得る。い
くつかの実装形態では、複数のＳＴＡは同じターゲット時間を割り当てられ得る。ビーコ
ン送信と同様に、配信トラフィックインジケーションメッセージ（ＤＴＩＭ：Delivery T
raffic Indication Message）、たとえばビーコン送信までの時間を考慮したもの（ＤＴ
ＩＭ－ＴＵＢＴ）、またはＮ個のＴＵＢＴごとを考慮したものがあってよい。いくつかの
実装形態では、これは、ブロードキャストＢＵまたはマルチキャストＢＵが利用可能であ
ること、またはすべてのアクティブＳＴＡが競合を開始することをＡＰが望むことを示す
、超低電力（ＵＬＰ）メッセージをＡＰが送信し得る場合である。
【０１０７】
　[00142]ブロック７０８において、定義されたターゲット時間または時間範囲において
、ＡＰはページをＳＴＡに送信することができる。ＳＴＡは、ブロック７１０に示される
ような低電力受信機を使用して、ページを受信する。ＡＰは、ＳＴＡがページを送信する
ためにターゲット時間にアウェイクしていると、見なすことができる。場合によっては、
ＳＴＡは、完全なＷｉＦｉ受信機をオンにしなくてよい。代わりに、ＳＴＡは、ページン
グメッセージを受信するように設計される低電力受信機のみを有し得る。
【０１０８】
　[00143]いくつかの実装形態では、低電力受信機はオンであり続ける。他の実装形態で
は、ＳＴＡは、ウェイクアップ時間と、ウォームアップと、クロック（またはタイミング
）ドリフトとを見込んで、予想されるページを受信する時間の前に低電力受信機をオンす
る。ＡＰは、ＳＴＡがアクティブ状態にあるか一時休止状態にあるかを認識する必要があ
る。ＳＴＡがアクティブ状態にあるとき、ＡＰは、ＳＴＡの受信機の両方がアクティベー
トされている（「完全にアウェイクしている」）かどうか、または、低電力受信機のみが
アウェイクしているかどうかを、認識していることもしていないこともある。いくつかの
実装形態では、ＡＰは、信号と信号送信とを最適化するために、ＳＴＡ状態および特定の
受信機のアクティベーションステータス（知られている場合）の知識を使用する。
【０１０９】
　[00144]ＡＰがＳＴＡのためのＢＵを有する場合、いくつかの実装形態では、ＡＰは、
実装形態に応じて、ユニキャスト、グループキャスト、またはマルチキャストによって、
ターゲット時間にページをＳＴＡに送信する。そのようなメッセージは、その時間にアク
ティブな、１つの、いくつかの、またはすべてのＳＴＡに向けられ得る。したがって、Ｓ
ＴＡ識別子はページに含まれ得る。いくつかの実装形態では、ページング信号はＴＩＭの
セグメントであり得る。この場合、ＡＰはグループキャストを使用し得る。ＡＰは、グル
ープキャストの時間にＴＩＭのこのセグメント上のＳＴＡが聴取モードにあること、また
は、それらのＳＴＡがグループキャストを受信するために聴取モードにあることを確実に
するためにＳＴＡと別様に通信することを、要求することができる。したがって、各セグ
メントは、そのセグメント上のＳＴＡのための所定の時間に、ビーコンの外側で送信され
得る。
【０１１０】
　[00145]いくつかの実装形態では、ページが定義され、ＡＰおよびＳＴＡに知られてい
る。限られた数のページのタイプと、それらのタイプに対するパラメータがあり得る。い
くつかの実装形態では、ＡＰは、ターゲット時間に別のタイプのメッセージを送信しない
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。いくつかの実装形態では、ＳＴＡは、メッセージの可能性のあるセットを受信するよう
に設計された低電力受信機を使用することができる。
【０１１１】
　[00146]いくつかの実装形態およびいくつかの場合には、データがバッファリングされ
ない場合でも、ＡＰはページを送信することができる。ページは、バッファリングされた
データがまったくないことを示し得る。このページは、同期のために使用されてよく、通
信媒体、プロトコルの変化、ＴＢＴＴの変化、ＩＤの変化、または他の管理情報について
の情報を有し得る。
【０１１２】
　[00147]図８Ａ、図８Ｂ、および図９は、電力消費を減らすことによって電力を節約す
るための、ほぼ受動的な受信機のための処理の実装形態を示す。図８Ａを参照して、後続
の送信のためにプライマリ受信機をアクティベートするために、低電力受信機にウェイク
アップページを使用する実装形態のためのアクセスポイントによって行われる処理の例を
示す。図８Ａの処理８００ａは、ＡＰ１０４のようなデバイスの処理を示す。ブロック８
０２ａにおいて、ＡＰは、ページを送信する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡは、ペー
ジが受信されたことを示す任意の肯定応答または通信をＡＰに提供しない。ブロック８０
４ａにおいて、ＡＰは次いで、ＳＴＡに、たとえば、ビーコン、またはＳＴＡにデータを
通信する別の信号を送信する。
【０１１３】
　[00148]図８Ｂは、低電力受信機に対してページを使用して１つまたは複数の後続の送
信を受信するためにＳＴＡのプライマリ受信機をウェイクアップする、ワイヤレスデバイ
ス（またはＳＴＡ）によって実行される処理８００ｂの例を示す。ブロック８０２ｂにお
いて、たとえば、ＡＰからページを受信する。ブロック８０４ｂにおいて、プライマリ受
信機は、ページを受信することに基づいてアクティベートされる。ブロック８０６ｂにお
いて、ＳＴＡは、そのプライマリ受信機（たとえば、図２の受信機２１２）を使用して信
号を受信する。信号は、ビーコン、またはＳＴＡにデータを通信する別の信号であり得る
。
【０１１４】
　[00149]図９は、低電力受信機に対してウェイクアップページを使用して後続の送信の
ためにプライマリ受信機をアクティベートする、ワイヤレス通信の実装形態のシーケンス
図の例を示す。具体的には、シーケンス９００は、送信デバイス（ＡＰ１０４）と受信デ
バイス（ＳＴＡ２０２）との間のインタラクションを示す。いくつかの実装形態では、Ａ
Ｐ１０４は、アクティベーションページまたはウェイクアップページを送信する。ＳＴＡ
は、低電力受信機２２８でこのページを受信する。ＳＴＡは、ページを受信したことに基
づいて、プライマリ受信機２１２をアクティベートする（「トリガする」）。ＳＴＡは次
いで、プライマリ受信機２１２を使用して、１つまたは複数の信号、たとえば、ＡＰ１０
４によって送信されるビーコンまたはＢＵを受信する。ＳＴＡは、ＰＳモードまたはＵ－
ＡＰＳＤのような通常の省電力モードであり得る。
【０１１５】
　[00150]図１０Ａ、図１０Ｂ、および図１１は、電力消費を節約するための、受信機の
他の処理の実装形態を示す。図１０Ａは、ＡＰのような送信デバイスによって行われ得る
処理１０００ａを示す。図１０Ｂは、ＳＴＡのような受信デバイスによって行われ得る処
理１０００ｂを示す。図１１は、送信（transmitting）（または送信（sending））デバ
イスと受信デバイスとの間のインタラクションのシーケンス１１００を示す。図１０Ａと
図１０Ｂとを参照すると、ブロック１００２ｂにおいて、ＳＴＡの低電力受信機によって
受信されるように設計された情報を有するページが送信される。ブロック１００２におい
て、ＳＴＡは、このページを受信する。ページの受信に基づいて、ＳＴＡはアウェイクし
、ブロック１００４において、ＳＴＡは、ページを受信したことの肯定応答を送信する。
ブロック１００６ｂにおいて、ＳＴＡのプライマリ受信機は、アクティベートされる。こ
れは、ＳＴＡがウェイクアップ状態に変化するような、様々な時に行われ得る。たとえば
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、プライマリ受信機は、ＳＴＡ送信機をアクティベートするより前に、もしくはそれと同
時にアクティベートされてよく、または、それは、送信機をアクティベートした後、およ
び／または肯定応答を送信した後に行われてよい。ブロック１００８ａにおいて、ビーコ
ンまたは他の情報は、ＳＴＡのプライマリ受信機によって受信される。ＳＴＡのウェイク
アップ処理の一部として、ＳＴＡがウェイクアップすることを伴う、ブロック１００４に
おいて、肯定応答が受信される。ブロックにおいて、ＡＰに（１００４ｂ）そして、プラ
イマリ受信機をアクティベートする（１００６ｂ）。一旦ＡＰが肯定応答を受信する（１
００４ａ）と、それは、次のビーコン時間においてビーコンを送信する。ＳＴＡは、ビー
コンを受信する（１００８ｂ）。図１１は、処理１０００ａおよび１０００ｂの例をシー
ケンス図で示す。図１１において、ＡＰ１０４は、低電力受信機２２８またはＳＴＡ２０
２によって受信されるウェイクアップページを送る。ウェイクアップページの受信に基づ
いて、ＳＴＡ２０２は、プライマリ受信機２１２と送信機２１０とをアクティベートする
ことを含む、一時休止状態からアクティブ状態に移行する。送信機２１０は、ページの受
信をアクセスポイント１０４に肯定応答する、肯定応答信号を送信する。この実装形態で
は、肯定応答を受信した後で、ＡＰ１０４は、ビーコンおよび／または他の情報（たとえ
ば、ＢＵ）をＳＴＡ２０２に送信することができる。ＳＴＡは次いで、ＰＳモードまたは
Ｕ－ＡＰＳＤのような通常の省電力モードに従い得る。
【０１１６】
　[00151]図１２Ａ、図１２Ｂ、および図１３は、電力消費を節約するための、ほぼ受動
的な受信機の別の可能な実装形態を示す。図１２Ａは、デバイス、たとえばＡＰ１０４の
処理１２００ａを示す。図１２Ｂは、デバイス、たとえばＳＴＡ１０６の処理１２００ｂ
を示す。図１３は、シーケンス１３００が送信デバイスＡＰ１０４と受信デバイス（ワイ
ヤレスデバイス）ＳＴＡ２０２との間のインタラクションを示すことを示している。図１
２Ａを参照すると、ブロック１２０２ａにおいて、ＡＰは、アクティベーションまたはウ
ェイクアップページを送信する。１２０２ｂにおいて、ＳＴＡは、このページを受信する
。ブロック１２０４ｂにおいて、ＳＴＡは、（一時休止状態にある場合）アクティブ状態
に移行し、ＳＴＡがアウェイクしていることを示すＰＳポーリングフレームをＡＰに送り
、ダウンリンク（ＤＬ）データについてポーリングすることができる。ＳＴＡがアクティ
ブ状態になる場合、それは、ブロック１２０６ｂにおいて、プライマリ受信機をアクティ
ベートする。ブロック１２０４ａにおいて、ＡＰは、ＰＳポーリングフレームを受信する
。ブロック１２０６ａにおいて、ＡＰは、次のビーコン時間においてビーコンを送信する
。ブロック１２０８ｂにおいて、ＳＴＡは、ビーコンを受信する。シーケンス１３００は
、この実装形態のためのこの一連のトランザクションを示す。ＳＴＡは次いで、ＰＳモー
ドまたはＵ－ＡＰＳＤのような通常の省電力モードに従うことができる。
【０１１７】
　[00152]図１４Ａ、図１４Ｂ、および図１５は、電力消費を節約するための、ほぼ受動
的な受信機の別の可能な実装形態を示す。図１４Ａは、送信デバイス、たとえば図１のＡ
Ｐ１０４の処理１４００ａを示す。図１４Ｂは、受信デバイス、たとえば図１のワイヤレ
スデバイスＳＴＡ１０６の処理１４００ｂを示す。図１５は、送信デバイスと受信デバイ
スとの間のインタラクションのシーケンス１５００を示す。図１４Ａと図１４Ｂとの両方
のブロックが、以下では処理１４００ａと１４００ｂとを説明する際に参照される。いく
つかの実装形態では、ブロック１４０２ａにおいて、ＡＰは、設定された時間にアクティ
ベーションページまたはウェイクアップページを送信する。ＳＴＡは、ブロック１４０２
ｂにおいて、このページを受信する。ブロック１４０４ｂにおいて、ＳＴＡは、ＳＴＡが
アウェイクすることをＡＰに示す、ＰＳポーリングフレームをＡＰに送信する。ブロック
１４０６ｂにおいて、ＳＴＡは、プライマリ受信機をアクティベートする。ＡＰは、ブロ
ック１４０４ａにおいてＰＳポーリングフレームを受信する。送信するデータがある場合
、今やＳＴＡがアウェイクすることを知っているので、ＡＰはデータをＳＴＡに送信し、
ＳＴＡはＡＰからデータを受信する。ブロック１４０６ａにおいて、ＳＴＡ、ビーコンを
（次の通常の周期的なビーコン時間において）送信する。ブロック１４０８ｂにおいて、
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ＳＴＡは、ビーコンを受信し、もし必要であればＳＴＡのためのデータを受信するために
ＡＰとさらに通信する。
【０１１８】
　[00153]図１５の概略的なシーケンス１５００はさらに、そのようなインタラクション
の例を示す。図１５において、ＡＰ１０４は、低電力受信機２２８によって受信されるウ
ェイクアップページを送る。ウェイクアップページは、（望まれる場合、たとえば、ウェ
イクアップページで示されるような）ある遅延の後に低電力受信機（または低電力受信機
に結合された、もしくはそれを備える低電力回路）がプライマリ受信機２１２をアウェイ
クできることを示す情報を含み得る。ワイヤレスデバイスは、送信機２１０もウェイクア
ップする。送信機２１０はポーリングメッセージを送信し、アクセスポイント１０４はそ
の後にデータをＳＴＡ（たとえば、ＢＵ）に提供する。また、プライマリ受信機２１２は
ここで、ＡＰ１０４によって提供されるビーコンも受信する。アウェイクすると、ＳＴＡ
は省電力モードで動作させられ得る。
【０１１９】
　[00154]いくつかの実装形態では、ＡＰは、ＳＴＡがアウェイクしていると見なし、時
間Ｔの後でパケット（データもしくはアウェイクしていることの確認、または管理フレー
ムもしくは制御フレーム）を送信し、ＴはＳＴＡに固有であり、ＡＰは関連付け時間また
は管理フレームからＴを認識している。
【０１２０】
　[00155]いくつかの実装形態では、ページングメッセージは、プライマリ受信機をウェ
イクする前とウェイクした後のいずれかにＳＴＡが実行する必要のある命令を含み得る。
ページは、タイムスタンプ、部分的なタイムスタンプ、ＡＩＤの変化、ページスロットの
変化、媒体のステータス、または、ＡＰおよびＳＴＡのようなデバイスを含むワイヤレス
システムに対して定義される他のパラメータのような、パラメータを含み得る。
【０１２１】
　[00156]図１６Ａ、図１６Ｂ、および図１７は、電力消費を節約するための、ほぼ受動
的な受信機の可能な実装形態を示す。図１６Ａは、送信デバイス、たとえばＡＰ１０４の
処理１６００ａを示す。図１６Ｂは、デバイス、たとえばＳＴＡ１０６の処理１６００ｂ
を示す。図１７は、送信デバイスと受信デバイスとの間のインタラクションのシーケンス
１７００を示す。この例では、ブロック１６０２ａにおいて、ＡＰは、デアクティベーシ
ョンページまたは一時休止ページを送信する。ＳＴＡは、ブロック１６０２ｂにおいてこ
のページを受信し、ブロック１６０４ｂにおいてプライマリ受信機をデアクティベートす
る。プライマリ受信機は、一時休止状態にあるとき、再アクティベートされない限りビー
コンまたは他の送信を受信しない。シーケンス１７００は、後続のウェイクアップページ
がプライマリ受信機の再アクティベーションをトリガする例によって、これらのインタラ
クションを示す。
【０１２２】
　[00157]図１８は、ページがウェイクアップページでも一時休止ページでもない実装形
態の一連のトランザクションを示す。この場合、ＡＰ１０４は、ワイヤレスデバイスＳＴ
Ａ２０２の低電力受信機２２８によって受信される同期ページを送信する。この同期は、
プライマリ受信機２１２またはＳＴＡの他のコンポーネント（示されない）とのタイミン
グを同期するために使用され得る。
【０１２３】
　[00158]図１９は、ＡＰがセンサをグループ化し、各グループに対するビーコンおよび
ＴＩＭより前の別々の時間に各サブセットに対するウェイクアップページを送信する、例
示的な省電力の実装形態を示す。この実装形態では、ＡＰはウェイクアップページを各グ
ループへ順番に送信することができる。図１９は、Ｇ１、Ｇ２、およびＧ３という３つの
グループを伴う例１９００を示し、ウェイクアップページ１９０２、１９０４、および１
９０６は各レイテンシ期間内の別々の時間に送信される。例１９００において、タイムラ
イン上に異なる電力管理状態が示され、第１の状態１９４４はプライマリ受信機がアウェ
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イク状態にあるときであり、第２の状態１９４２はプライマリ受信機は一時休止状態にあ
るが低電力受信機はページアウェイク状態にあるときであり、第３の状態１９４０は両方
の受信機が一時休止状態にあるときである。ウェイクアップメッセージは、グループごと
に定義されたトラフィック識別マップ（ＴＩＭ）に従い得る。送信は、ユニキャスト、グ
ループキャスト、マルチキャスト、またはブロードキャストの機構を使用して送信され得
る。この例では、ある固有のアドレスをウェイクアップするために、場合によってはより
少数のビットが必要とされる。他の実装形態は、この手法よりも効率的に可能性のある使
用媒体を有し、必要となることがあるものより多くのビーコンが送信され、いくつかの間
隔は使用されないことがある。
【０１２４】
　[00159]図２０は、ＡＰがセンサをグループ化し、所与の時間から始まってトラフィッ
ク識別マップ（ＴＩＭ）までウェイクアップページを送信する、例示的な省電力の実装形
態２０００を示す。図１９に示される手法とは異なり、すべてのＳＴＡが同じＴＩＭ間隔
に従い得る。ビーコンおよびＴＩＭ時間フレームは通常、複数のグループに対して共通で
ある。例２０００は、ビーコンとＴＩＭ２０２０とに先行する第１のレイテンシ期間にお
ける、グループ１、２、および３に対するウェイクアップページ２００２、２００４、お
よび２００６をそれぞれ示す。このパターンは通常、後続のレイテンシ期間において繰り
返す。例２０００において、タイムライン上に異なる電力管理状態が示され、第１の状態
２０４４はプライマリ受信機がアウェイク状態にあるときであり、第２の状態２０４２は
プライマリ受信機が一時休止状態にあるが低電力受信機がページアウェイク状態にあると
きであり、第３の状態２０４０は両方の受信機が一時休止状態にあるときである。いくつ
かの実装形態では、ＡＰはユニキャストウェイクアップページを使用する。これらの場合
、ページのタイミングはビーコン間隔に影響を与え得る。この選択肢は、媒体のより効率
的な使用という利点を有するが、多数のグループがある場合にはビーコンの前に多数の順
次的なウェイクアップページがあり得る。
【０１２５】
　[00160]図２１は、ＡＰがセンサをグループ化し、所与の時間から始まってトラフィッ
ク識別マップ（ＴＩＭ）までウェイクアップページを送信し、スリープページがウェイク
アップ受信プロシージャを終了させる、例示的な省電力の実装形態を示す。図２１に示さ
れる実装形態は、図２０の実装形態の変形である。いくつかの実装形態では、ウェイクペ
ージ（図２１の例のような２１０２、２１０４、および２１０６）の後に、ウェイクアッ
プページを受信するプロシージャを終了させるスリープパケットが続く。低電力受信機が
スリープページ２１０８を受信すると、プライマリ受信機は、アウェイク状態２１４４に
戻りビーコン２１２０を受信する時間になるまで、一時休止状態２１４０に移行し得る。
いくつかの実装形態では、ウェイクアップページは、ビーコンよりも十分に前に送信され
得る。
【０１２６】
　[00161]図２２は、限られた数のウェイクアップメッセージが各ビーコンの前にある、
別の可能な実装形態を示す。これは、図２０の選択肢と同様である。いくつかの実装形態
では、最大でＫ個のウェイクアップページがある（第１のレイテンシ期間において２２０
２、２２０４、およびこの例で図示される次の期間に対して２２１２、２２１４）。ウェ
イクアップメッセージの数は通常、ページングされたＳＴＡの数と、ウェイクメッセージ
中の利用可能なビットの数とに依存する。ＡＰは、Ｋ個のウェイクメッセージを送信する
。異なる実装形態では、ページングは、ユニキャスト、マルチキャスト、またはブロード
キャストを使用して送信され得る。ＡＰは、送信方法の選択を最適化することができる。
【０１２７】
　[00162]各ビーコン期間は、必要であればＴＩＭとともに開始する。ＴＩＭは通常、大
きなグループに対して必要とされる。小さなグループに対しては、普通はＰＳポーリング
で十分である。ユニキャスト送信はＴＩＭを必要としない。図２２は、ビーコン２２２２
が送信される前の第１のレイテンシ期間中のウェイクアップページ２２０２と２２０４と
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を図示する。例２２００において、タイムライン上に異なる電力管理状態が示され、第１
の状態２２４４はプライマリ受信機がアウェイク状態にあるときであり、第２の状態２２
４２はプライマリ受信機が一時休止状態にあるが低電力受信機がページアウェイク状態に
あるときであり、第３の状態２２４０は両方の受信機が一時休止状態にあるときである。
【０１２８】
　[00163]図２３、図２４、および図２５は、通常の省電力モードの間に使用するスリー
プパケットを示し、このモードでは、ＳＴＡは低レイテンシの要件が原因でビーコンを聴
取することが多いが、データは送信されない。スリープパケットを送信することによって
、プライマリ受信機は、電力消費を減らすために、ビーコンが受信されないように一時休
止状態に移行され得る。図２３は、低電力受信機がない場合に、ＢＵまたはＢＵのための
メッセージがあるかどうかにかかわらずプライマリ受信機がビーコン２３２０を受信する
ので、電力が節約され得ないことを示す。プライマリ受信機は、アクティブ状態２３４４
に残る。図２４において、低電力受信機は、ページアウェイク状態２４４２の間にウェイ
クアップページ２４０２を受信し、プライマリ受信機は、ビーコンが受信されるアウェイ
ク状態２４４４になると、ビーコン２４２０を受信する。図２５において、低電力受信機
は、ページアウェイク状態２５４２にある間にスリープページ２５０８を受信し、スリー
プページに応答して、ＳＴＡは、低電力受信機を一時休止状態２５４４に移行し、ビーコ
ンは受信されず、電力が節約される。
【０１２９】
　[00164]　以前に説明されるように、いくつかの実装形態において、ＳＴＡは、ターゲ
ットウェイクアップ時間（ＴＷＴ）を決定するためにＡＰと通信する。ＳＴＡは、ＴＷＴ
において、ＳＴＡがＴＷＴ情報要素中にオプションのＮＰフィールドを含むことと、（以
下で詳細に説明されるように）そのサブフィールドをファイルすることとによって、短い
ページングメッセージ（例えばＮＤＰ制御フレーム）を受信したいかどうかをＡＰにさら
に示す。ページングメッセージは、（以下で詳細に説明されることになる）ＮＤＰページ
ングフレームのＰ－ＩＤフィールド中に局のＰ－ＩＤのうちの１つを置くことによって、
ＡＰにおいて、ＳＴＡのための任意のバッファされたユニットがあるかどうかを示すこと
ができる。ＳＴＡは、以上の要求および要求され得る任意の他のパラメータを含む制御フ
レームをＡＰに送ることができる。ＳＴＡが短いページングが送られることを要求される
場合であり、データが保留中である場合、ＡＰは、ＳＴＡに向けられたターゲットウェイ
クアップ時間に短いページングメッセージを送る。
【０１３０】
　[00165]図２６Ａは、発明の実装形態に従った例示のＮＤＰ制御フレーム２６００の構
造を示す。（ＮＤＰページングフレームとも呼ばれる）ＮＤＰ制御フレーム２６００は、
ページされた局の識別子であるＰ－ＩＤフィールド２６１０を含む。ＤＩフィールド２６
５０は、方向識別子である。ある実装形態において、ＮＤＰページングフレームがＡＰに
非ＡＰ局によって送られる場合、その後、ＤＩフィールドは、１に設定されるだろう。Ｎ
ＤＰページングフレームがＡＰによって送られる場合、その後、ＤＩフィールドは、０に
設定されるべきである。フィールド２６７０は、予約される。通信が１または２ＭＨｚの
帯域幅を使うかどうかに依存して、フィールド２６７０は、それぞれ３２番目乃至３６番
目のビットまたは３２番目のビット乃至４７番目のビットのいずれかを含むことができる
。ＡＰＤＩ／ＰＡＩＤフィールド２６３０は、ＤＩフィールドの値に依存して、ＡＰＤＩ
またはＰＡＩＤのいずれかに設定される。ＤＩフィールドが１に設定される場合、ＡＰＤ
Ｉ／ＰＡＩＤフィールドは、送信機非ＡＰ局のＰＡＩＤに設定される、ＰＡＩＤ（送信機
部分ＡＩＤ）に設定される。ＤＩフィールドが０に設定される場合、ＡＰＤＩ／ＰＡＩＤ
フィールドは、ＡＰＤＩに設定される。
【０１３１】
　[00166]１つの実装形態において、ＤＩフィールドは、１つの方向からのみ１に設定さ
れ、他の方向については０に設定されうる。ＩＤフィールドは、両方の方向のために１ま
たは０に設定される、または局合意に基づいて０に設定され得る。ＤＩフィールドは、ラ
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ンダムな方法でまたはタイマーによって示されるように設定され得る。
【０１３２】
　[00167]図２６Ｂは、発明の実装形態に従う図２６ＡからのＡＰＤＩフィールド２６３
０の例示の構造を示す。ＡＰＤＩフィールド２６３０は、送信局の部分ＴＳＦを含む、Ｐ
ＴＳＦフィールド２６３２を有する。チェックビーコンビット２６３６は、ビーコンにお
ける変化を示す。ページングフレームが別のＮＤＰページングフレームによってフォロー
される場合、Ｍｏｒｅ ＮＤＰフィールド２６３４は、１に設定される。
【０１３３】
　[00168]図２７Ａは、発明の実施形態に従ってＴＷＴ ＮＤＰを決定するために使用され
る例示的なＴＷＴ情報要素２７００の構造を示す。ＴＷＦ情報要素２７００は、情報要素
のための識別を示すＩＥＩＤフィールド２７１０を含む。長さフィールド２７２０は、情
報要素の長さを示す。ＡＲＴフィールド２７３０は、要求タイプを示す。ＴＷＴフィール
ド２７４０は、ターゲットウェイク時間を示す。ＭＷＤフィールド２７５０は、最少ウェ
イク継続時間を示す。ＷｉＭフィールド２７６０は、示された継続時間の間に要求される
ウェイク間隔のためのウェイク間隔仮数（wake interval Mantissa）を示す。ＮＰフィー
ルド２７７０を除く１つの実装形態において、ＴＷＴ情報要素のすべてのフィールドは、
８０２．１１ａｈ基準に定義される。１つの実装形態において、長さフィールドが特定の
値（例えば１６より大きな値）に設定される場合、長さフィールドは、ＮＰフィールド１
３７０の存在を示す。
【０１３４】
　[00169]図２７Ｂは、例示的なＲＴフィールド２７３０の構造を示す。１つの実装形態
において、ＲＴフィールド２７３０は、８０２．１１ａｈ基準に定義されるようなもので
ある。ＲＴフィールド２７３０は、ＡＰ応答のために０にセットされ、クライアント要求
のために１にセットされる、ＣＲＱフィールド２７３１を含む。ＴＷＴＣフィールド２７
３２は、以下でリストされるように異なるＴＷＴコマンドを表すために異なる値を使用す
る。　
　　　・　　０００ｂ＝クライアントＮＵＬＬ提案（ＡＰは、ウェイク時間を選択させる
）　
　　　・　　００１ｂ＝クライアント提案、ＡＰは、クライアント提案を受け入れる　
　　　・　　０１０ｂ＝クライアント要望、ＡＰはクライアント要望を受け入れる　
　　　・　　０１１ｂ＝予約された　
　　　・　　１００ｂ＝予約された　
　　　・　　１０１ｂ＝ＡＰ代替提案　
　　　・　　１１０ｂ＝ＡＰ代替要望　
　　　・　　１１１ｂ＝ＡＰはＴＷＴセットアップを拒絶する
【０１３５】
　[00170]ＡＢＳフィールド２７３３は、ＴＳＦが（０に設定される場合）相対値である
、または（１に設定される場合）絶対値である。ＤＩＲフィールド２７３４は、フロー方
向を示す。たたえば、値は、局からＡＰへの方向に対して０に設定され、ＡＰから局への
方向に対して１に設定される。ＦＴフィールド２７３５は、フロータイプを示す。ＦＴフ
ィールドは、フローが要求ドリブン（request-driven）である場合、０に設定され、何の
要求も必要でない場合、１に設定される。ＷＩＥＸＰフィールド２７３７は、ウェイク感
覚に適用されるべき指数の値を示す。したがって、ＷＩ＝ＷｉＭ×２＾ＷｉＥＸＰである
。
【０１３６】
　[00171]図２７Ｃは、発明の実装形態に従う図２７ＡからのＮＰフィールド２７７０の
ための例示的なフォーマットを示す。ある実装形態において、ＮＰフィールド２７７０は
、ページング識別を示すＰ－ＩＤフィールド２７７１を含む。ＰＴＳＦＯフィールド２７
７２は、部分的なＴＳＦオフセットを示し、たとえば、８０２．１１ａｈ基準に説明され
るようなものである。アクションフィールド２７７３は、ＮＰＤページングのセットアッ
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プフェーズにおいて応答ＴＷＴ　ＩＥにおけるＮＰフィールド内のＰ－ＩＤフィールドに
一致するＰ－ＩＤフィールドとともにＮＤＰページングフレームの受信後に局のアクショ
ンを定義する。アクションフィールドの異なる値は、以下でリストされるような異なるア
クションを表す。　
　　　・　　０＝ＰＳ－ポーリングを送る　
　　　・　　１＝パケット受信のために待機する　
　　　・　　２＝ＳＴＡがビーコンを受信する　
　　　・　　３＝ＳＴＡが配信トラフィックインジケーションメッセージ（ＤＴＩＭ）ビ
ーコンを受信する　
　　　・　　４－７＝予約される
【０１３７】
　[00172]ＰＲＧフィールド２７７４は、局がＮＤＰページング以外のパケットの他のタ
イプを受信することができるオフセット時間を示す。オフセットは、ＳＩＦＳのユニット
として計算される。１つの実装形態において、ＮＰフィールドのビット数１５が予約され
得る。
【０１３８】
　[00173]１つの実装形態において、ＮＤＰページングは、（図２６Ａに示される）ＮＤ
Ｐページングフレーム２６００および以下で説明するようにＴＷＴ　ＩＤ２７００（図２
７に示される）ＴＷＴ　ＩＷ２７００を使用してセットアップされ得る。以下で説明され
るようないくつかのプロシージャは、８０２．１１ａｈ基準に定義され得る。
【０１３９】
　[00174]ＮＤＰページをセットアップするために、非ＡＰ局は、Ｐ－ＩＤフィールドが
その割り当てられたＡＩＤのうちの１つに設定され、アクションフレームが予約される場
合に、受信局に対して１に設定されるＣＲＱフィールドおよびＮＰフィールドの存在（NP
 field present）を持つ１つまたは複数のＴＷＴ　ＩＥ２７００を送り得る。加えて、Ａ
Ｐは、Ｐ－ＩＤが任意の値に設定される場合に、受信局に対して１に設定されるＣＲＱフ
ィールドおよびＮＰフィールドの存在を持つ１つまたは複数のＴＷＴ　ＩＥ２７００を送
り得る。
【０１４０】
　[00175]ＮＤＰページング要求を受信した後、受信局は、０に設定されたＣＲＱフィー
ルドおよびＮＰフィールドの存在を持つＴＷＴ　ＩＥ２７００で応答するだろう。ＡＰに
応答を送る局は、要求からのＰ－ＩＤと同じ値にＰ－ＩＤを設定するべきである。非ＡＰ
に応答を送る局は、要求からのＰ－ＩＤと同じ値にＰ－ＩＤを設定するべきである。応答
器は、アクションフィールドをさらに設定するべきである。応答におけるＰＴＳＦＯフィ
ールドは、予約される。ある実装形態では、アクションフィールドの値を受信した後局が
実行するアクションは、ここにリストされる：　
　　　・　　アクションフィールド＝０：ＳＴＡは、ＰＳ－Ｐｏｌｌを送るだろう　
　　　・　　アクションフィールド＝１：ＳＴＡは、ＮＤＰページングフレームの受信の
終了後にＳＩＦＳのＰＲＧユニットの後の任意のパケットタイプを受信することができる
だろう　
　　　・　　アクションフィールド＝２：ＳＴＡは、ＮＤＰページングフレームの受信の
終了後にＳＩＦＳのＰＲＧユニットの後のＴＢＴＴにおいて起こる次のビーコンまたは短
いビーコンを受信するだろう　
　　　・　　アクションフィールド＝３：ＳＴＡは、ＮＤＰページングフレームの受信の
終了後にＳＩＦＳのＰＲＧユニットの後に起こる次のＤＴＩＭを受信するだろう
【０１４１】
　[00176]応答を送る局は、以下の条件のうちの１つが満たされる場合、応答におけるＴ
ＷＴフィールドによって示される時間での送信のための次のフレームとしてＮＤＰページ
ングフレームをスケジュールするだろう：　
　　　・　　ＡＰに向けられたバッファされたユニット（Ｂｕｓ）がある。　
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　　　・　　要求において示されたＡＩＤを持つ非ＡＰ局に向けられたＢＵがある。　
　　　・　　ビーコンに重大なアップデータが生じた。
【０１４２】
　[00177]ＮＤＰページングフレームは、ＡＰに非ＡＰ局によって送られ、その後ＤＩフ
ィールドは、１に設定されるだろう。ＮＤＰページングフレームがＡＰによって送られる
場合、その後、ＤＩフィールドは、０に設定されるだろう。
【０１４３】
　[00178]要求器局のためのＢＵがある場合、ＮＤＰページングフレームのＰ－ＩＤフィ
ールドは、ＴＷＴ応答におけるＰ－ＩＤフィールドに設定されるだろう。要求器局のため
のＢＵがない場合、ＮＤＰページングフレームのＰ－ＩＤフィールドは、ＴＷＴ応答のＰ
－ＩＤに設定されないだろう。１つの実装形態では、すべてゼロのＰ－ＩＤ値がブロード
キャストのために使用されることができる。
【０１４４】
　[00179]要求を送り応答を受信する局は、それがすべてゼロに設定されたＰ－ＩＤを持
つＮＤＰページングを受信し、チェックビーコンが変更されていない（少なくとも前に一
度アドバタイズされたものと同じである）場合、次のＤＴＩＭを読み取るだろう。
【０１４５】
　[00180]ＮＤＰページングフレームでは、ＤＩフィールドが１に設定される場合、ＮＤ
ＰページングフレームにおけるＰＡＩＤフィールドは、送信機非ＡＰ ＳＴＡのＰＡＩＤ
に設定されるだろう。ＮＤＰページングフレームでは、ＤＩフィールドが０に設定される
場合、ＮＤＰページングフレームにおけるＡＰＤＩフィールドは、以下のように設定され
るだろう：　
　　　・　　ＰＴＳＦフィールドは、ＴＳＦ［例えば、ＰＴＳＦＯ＋４：ＰＴＳＦＯ＋９
］に設定され、ここで、ＴＳＦは、ＴＳＦの８バイト値であり、ＰＴＳＦＯは、ＴＷＴ要
求におけるＰＴＳＦＯフィールドの値である。　
　　　・　　ビーコンフレームに重大なアップデートが生じた場合、チェックビーコンフ
ィールドは、０に初期化され、インクリメントされる。ブロードキャストＴＩＭが使用さ
れ、ＮＤＰ制御フレームの送信とＴＩＭブロードキャストフレームとの間の時間にビーコ
ンフレームへの重大なアップデートが生じなかった場合、その後、ページング要求フレー
ムにおけるチェックビーコンフィールドの値は、ＴＩＭブロードキャストフレームにおけ
るチェックビーコンフィールドのｋＬＳＢと同じであるだろう。　
　　　・　　ＳＩＦＳ時間の後に続く１つのＮＤＰページングフレームがある場合、Ｍｏ
ｒｅ ＮＤＰが設定される。
【０１４６】
　[00181]要求を送り応答を受信する局は、フレームタイプＮＤＰページング以外のＴＷ
Ｔ ＩＥ応答における最少アウェイク時間フィールドによって示される時間の間、それに
送られる任意のフレームを無視し得る。要求を送り、ＮＤＰページングフレームによって
ページされている応答を受信する局は、ＳＩＦＳのユニット内のＴＷＴ ＩＥにおけるＰ
ＲＧによって示される継続時間に対してＮＤＰページングフレームの終わりからそれに送
られる任意のフレームを無視し得る。
【０１４７】
　[00182]要求を送り応答を受信するＳＴＡは、Ｍｏｒｅ ＮＤＰビットが１に設定される
場合次のＮＤＰページングフレームを受信するために最少ウェイク継続時間を延長するだ
ろう。要求を送り応答を受信するＳＴＡは、それが以前に受信したものと異なるチェック
ビーンビット値を持つ任意のＮＤＰページングを受信した場合、次のターゲットビーコン
でビーコン又は短いビーコンフレームを受信するだろう。
【０１４８】
　[00183]ページされた局がページャ局との時間同期（time sync）に興味がある場合、ペ
ージャ局は、０にＤＩビットを設定し、正しい値にＰＴＳＦフィールドを設定するだろう
。ページされた局が異なるページャ局によってページされる場合、ページャは、ＰＡＩＤ



(38) JP 6224117 B2 2017.11.1

10

20

30

40

50

フィールド中にそのＰＡＩＤを加えることによってその識別を示すために１にＤＩビット
を設定するだろう。
【０１４９】
　[00184]本明細書で使用される「決定すること」という用語は、多種多様なアクション
を包含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理するこ
と、導出すること、調査すること、探索すること（たとえば、テーブル、データベース、
または別のデータ構造の中の探索）、確認することなどを含み得る。また、「決定するこ
と」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスすること（たとえば
、メモリ中のデータにアクセスすること）などを含み得る。また、「決定すること」は、
解決すること、選択すること、選定すること、確立することなどを含み得る。さらに、本
明細書で使用される「チャネル幅」は、いくつかの態様では帯域幅を包含することがあり
、または帯域幅と呼ばれることもある。
【０１５０】
　[00185]本明細書で使用される、項目のリスト「の少なくとも１つ」に言及する句は、
単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。例として、「ａ、ｂまたは
ｃの少なくとも１つ」は、ａと、ｂと、ｃと、ａ－ｂと、ａ－ｃと、ｂ－ｃと、ａ－ｂ－
ｃとを包含することが意図される。
【０１５１】
　[00186]上で説明された方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウェ
アおよび／またはソフトウェアコンポーネント、回路、および／または（１つまたは複数
の）モジュールのような、動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって実行さ
れ得る。一般に、図に示される任意の動作が、その動作を実行することが可能な対応する
機能的手段によって実行され得る。
【０１５２】
　[00187]本開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、およ
び回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプ
ログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハー
ドウェアコンポーネント、または、本明細書で説明された機能を実行するように設計され
たそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプ
ロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントロ
ーラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コ
ンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ
、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッ
サ、または任意の他のそのような構成として実装され得る。
【０１５３】
　[00188]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れる場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に
記憶され、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体は
、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含
む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによって
アクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭも
しくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージ
デバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送また
は記憶するために使用されコンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備
え得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフ
トウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線
（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、
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ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波
などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk
）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク
（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ
）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディス
ク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（di
sc）は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつかの態様では、コン
ピュータ可読媒体は非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を備え得る。
加えて、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的コンピュータ可読媒体（
たとえば、信号）を備え得る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる
べきである。
【０１５４】
　[00189]本明細書で開示される方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複
数のステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは
、特許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えると、ステップま
たはアクションの具体的な順序が規定されない限り、具体的なステップおよび／またはア
クションの順序および／または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る
。
【０１５５】
　[00190]説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェアまたはそれ
らの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合、機能は１つまたは複
数の命令としてコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他
の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス
、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶す
るために使用されコンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備え得る。
本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（
disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディ
スク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙディスク（
disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）
は、データをレーザーで光学的に再生する。
【０１５６】
　[00191]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示される動作を実行するための
コンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム
製品は、本明細書で説明される動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによっ
て実行可能である命令を記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を
備え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を含
み得る。
【０１５７】
　[00192]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を通じて送信され得る。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者
回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１５８】
　[00193]さらに、本明細書で説明された方法および技法を実行するためのモジュールお
よび／または他の適切な手段は、適宜ユーザ端末および／もしくは基地局によってダウン
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ロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たとえば、本
明細書で説明される方法を実行するための手段の転送を容易にするために、そのようなデ
バイスがサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明された様々な方法は、ユーザ
端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合し、または提供すると様々な方法
を取得することができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディ
スク（ＣＤ）またはフロッピーディスクのような物理記憶媒体など）によって提供され得
る。さらに、本明細書で説明される方法および技法をデバイスに提供するための任意の他
の適切な技法が利用され得る。
【０１５９】
　[00194]特許請求の範囲は、上で示された厳密な構成およびコンポーネントに限定され
ないことを理解されたい。上で説明された方法および装置の構成、動作および詳細におい
て、特許請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
【０１６０】
　[00195]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、その基本的範囲から逸脱することなく考案されてよく、その範囲は以下の特許請求の範
囲によって決定される。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも第１の信号を受信するように構成される第１の受信機と、
　第２の信号を受信するように構成される第２の受信機を備える回路と
　を備え、前記第２の信号は、信号フィールドを含むＮＤＰフォーマット中に構成される
ウェイクアップ信号を備え、前記第２の受信機は、アウェイク状態であるとき、アウェイ
ク状態であるときの前記第１の受信機より電力を消費せず、
　前記回路は、前記第２の信号に基づいて少なくとも１つのアクションを取るように構成
される、装置。
［Ｃ２］
　前記第２の信号は、周期的間隔で受信される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記第１の信号は、少なくとも１つのビーコン信号である、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ４］
　前記第２の信号は、ビーコン信号より少ないビットを有する、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記アクションは、アウェイク状態に前記第１の受信機を移行することである、Ｃ１に
記載の装置。
［Ｃ６］
　前記装置は、ダウンリンクデータのためにアウェイクすることおよびポーリングするこ
とを前記送信者に通知するためにＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送る、Ｃ５に記載の装置。
［Ｃ７］
　前記アクションは、指定された時間にアウェイク状態に前記第１の受信機を移行するこ
とである、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記第１の受信機は、前記ページ信号で指定された前記時間にアウェイク状態に移行す
る、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記指定された時間は、ビーコン時間であり、前記装置は、前記通常のビーコンを受信
し、通常の省電力モードとして振る舞う、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記指定された時間は、ビーコン時間であり、前記装置は、前記通常のビーコンを受信
し、予定されない自動省電力配信モードとして振る舞う、Ｃ７に記載の装置。
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［Ｃ１１］
　前記装置は、前記ウェイクアップ信号が受信されたとの肯定応答を送るように構成され
る、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記装置は、前記指定された時間にダウンリンクデータのためにアウェイクしポーリン
グすることを前記送信者に通知するためにＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送る、Ｃ７に記載の
装置。
［Ｃ１３］
　前記指定された時間は、通常のビーコンを受信するために前記次のターゲットビーコン
移行時間に対応する、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記装置は、通常の省電力モードを使用して前記通常のビーコンを受信する、Ｃ１３に
記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記装置は、予定されない自動省電力配信モードを使用して前記通常のビーコンを受信
する、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記アクションは、一時休止状態に前記第１の受信機を移行することである、Ｃ１に記
載の装置。
［Ｃ１７］
　前記アクションは、指定された時間に一時休止状態に前記第１の受信機を移行すること
である、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記アクションは、一時休止状態に前記第２の受信機を移行することである、Ｃ１に記
載の装置。
［Ｃ１９］
　前記アクションは、前記第１の受信機がウェイクアップ状態に移行する前に実行される
、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記アクションは、前記第１の受信機がウェイクアップ状態に移行した後に実行される
、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記第２の信号は、同期情報を含む、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記第２の信号は、通信媒体状態情報を含む、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記第２の信号は、メッセージング命令を含む、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第１の受信機は、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第２の受信機より多くの電力を消費し、前記より多くの電力は、約５倍（５Ｘ）より多く
の電力、１０倍（１０Ｘ）より多くの電力、２０倍（２０Ｘ）より多くの電力、５０倍（
５０Ｘ）より多くの電力、１００倍（１００Ｘ）より多くの電力または２００倍（２００
Ｘ）より多くの電力である、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記信号フィールドは、関連ＩＤ、グループＩＤ、およびバッファされたユニットイン
ジケーションのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記装置は、送信機をさらに備え、前記装置は、前記装置が第２の信号を受信したいこ
とを示す要求を送信するように構成される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ２７］
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　前記第１の信号は、前記装置が第２の信号を受信することになることを示す情報を備え
、前記第２の信号は、短いページングメッセージを備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記装置は、ＮＤＰページング時間間隔をセットアップするためにＴＷＴ ＩＥ（情報
要素）を送るように構成される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記ＴＷＴ ＩＥは、前記情報要素のための前記識別を示すＩＥＩＤフィールド、前記
要求タイプを示すＲＴフィールド、前記ターゲットウェイク時間を示すＴＷＴフィールド
、最少ウェイク継続時間を示すＭＷＤフィールド、および示された継続時間の間に要求さ
れるウェイク間隔のためのウェイク間隔仮数を示すＷｉＭフィールドのうちの少なくとも
１つを備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記ＴＷＴ ＩＥは、ＮＰフィールドを備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記ＴＷＴ ＩＥは、前記長さフィールドが特定の値に設定される場合、前記ＮＰフィ
ールドの前記存在を示す長さフィールドを備える、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記ＮＰフィールドは、前記ページングインジケーションを示すＰ－ＩＤを備える、Ｃ
３０に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記ＮＰフィールドは、部分的なＴＳＦオフセットを示すＰＴＳＦＯフィールドを備え
る、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記ＮＰフィールドは、前記装置の前記アクションを定義するアクションフィールドを
備える、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記アクションフィールドによって定義された前記アクションは、ＰＳ－Ｐｏｌｌを送
る前記装置のためのものである、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記アクションフィールドによって定義された前記アクションは、パケット受信を待つ
前記装置のためのものである、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記アクションフィールドによって定義された前記アクションは、ウェイクアップし、
ビーコンを受信するために待機する前記装置のためのものである、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記アクションフィールドによって定義された前記アクションは、ウェイクアップし、
配信トラフィックインジケーションメッセージビーコンを受信する前記装置のためのもの
である、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記ＮＰフィールドは、前記装置がパケットの他のタイプを受信することを可能にする
オフセット時間を示すＰＲＧフィールドを備える、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記オフセットは、前記ＳＩＦＳのユニットとして計算される、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記ＮＰフィールドは、予約ビットを備え、前記予約ビットは、前記ＮＰフィールドに
おける前記１５ビットである、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４２］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも第１の信号を受信するための第１の手段と、
　第２の信号を受信するための第２の手段と
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　を備え、前記第２の信号は、信号フィールドを含むＮＤＰフォーマット中に構成される
ウェイクアップ信号を備え、前記第２の受信手段は、アウェイク状態であるとき、アウェ
イク状態であるときの前記第１の受信手段より電力を消費せず、前記第２の手段は、前記
第２の信号に基づいて少なくとも１つのアクションを取るように構成される、装置。
［Ｃ４３］
　前記第１の受信手段は、第１の受信機を備え、前記第２の受信手段は、第２の受信機を
備える、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記第２の信号は、周期的間隔で受信される、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記第１の信号は、少なくとも１つのビーコン信号である、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記第２の信号は、ビーコン信号より小さい、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記アクションは、アウェイク状態に前記第１の受信手段を移行することである、Ｃ４
２に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記装置は、ダウンリンクデータのためにアウェイクすることおよびポーリングするこ
とを前記送信者に通知するためにＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送る、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記アクションは、指定された時間にアウェイク状態に前記第１の受信手段を移行する
ことである、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記第１の受信手段は、前記ページ信号で指定された前記時間にアウェイク状態に移行
する、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記装置は、前記ウェイクアップ信号が受信されたとの肯定応答を送るように構成され
る、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記指定された時間は、通常のビーコンを受信するために前記次のターゲットビーコン
移行時間に対応する、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記装置は、前記指定された時間にダウンリンクデータのためにアウェイクしポーリン
グすることを前記送信者に通知するためにＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送る、Ｃ４９に記載
の装置。
［Ｃ５４］
　前記アクションは、一時休止状態に前記第１の受信機を移行することである、Ｃ４２に
記載の装置。
［Ｃ５５］
　前記アクションは、指定された時間に一時休止状態に前記第１の受信機を移行すること
である、Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記アクションは、一時休止状態に前記第２の受信機を移行することである、Ｃ４２に
記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記指定された時間は、ビーコン時間であり、前記装置は、前記通常のビーコンを受信
し、通常の省電力モードとして振る舞う、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記装置は、前記通常のビーコンを受信し、予定されない自動省電力配信モードとして
振る舞う、Ｃ５６に記載の装置。
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［Ｃ５９］
　前記装置は、通常の省電力モードを使用して前記通常のビーコンを受信する、Ｃ５６に
記載の装置。
［Ｃ６０］
　前記装置は、予定されない自動省電力配信モードを使用して前記通常のビーコンを受信
する、Ｃ５６に記載の装置。
［Ｃ６１］
　第１の受信手段は、前記指定された時間に一時休止状態に前記第１の受信機を移行する
、Ｃ５６に記載の装置。
［Ｃ６２］
　前記第２の信号は、同期情報を含む、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ６３］
　前記第２の信号は、通信媒体状態情報を含む、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ６４］
　前記第２の信号は、メッセージング命令を含む、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ６５］
　前記第１の受信機は、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第２の受信機より約５倍（５Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がアクテ
ィブ状態であるときに前記第２の受信機より約１０倍（１０Ｘ）より多くの電力、前記第
１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記第２の受信機より約２０倍（２
０Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第２の受信機より約５０倍（５０Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がア
クティブ状態であるときに前記第２の受信機より約１００倍（１００Ｘ）より多くの電力
、または前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記第２の受信機よ
り約２００倍（２００Ｘ）より多くの電力のうちの少なくとも１つより多く消費する、Ｃ
４２に記載の装置。
［Ｃ６６］
　前記信号フィールドは、関連ＩＤ、グループＩＤ、およびバッファされたユニットイン
ジケーションのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ６７］
　前記装置は、送信機をさらに備え、前記装置は、前記装置が第２の信号を受信したいこ
とを示す要求を送信するように構成される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ６８］
　前記装置は、ＮＤＰページング時間間隔をセットアップするためにＴＷＴ ＩＥ（情報
要素）を送るように構成される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ６９］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　少なくとも第１の信号を受信することと、
　第２の信号を受信することと
　を備え、前記第２の信号は、信号フィールドを含むＮＤＰフォーマット中に構成される
ウェイクアップ信号を備え、前記第２の受信手段は、アウェイク状態であるとき、アウェ
イク状態であるときの前記第１の受信手段より電力を消費せず、
　前記第２の手段は、前記第２の信号に基づいて少なくとも１つのアクションを取るよう
に構成される、方法。
［Ｃ７０］
　前記第２の信号は、周期的間隔で受信される、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７１］
　前記第１の信号は、少なくとも１つのビーコン信号である、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７２］
　前記第２の信号は、ビーコン信号より少ないビットを有する、Ｃ６９に記載の方法。
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［Ｃ７３］
　前記アクションは、アウェイク状態に前記第１の受信機を移行することである、Ｃ６９
に記載の方法。
［Ｃ７４］
　前記装置は、ダウンリンクデータのためにアウェイクすることおよびポーリングするこ
とを前記送信者に通知するためにＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送る、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７５］
　前記アクションは、指定された時間にアウェイク状態に前記第１の受信機を移行するこ
とである、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７６］
　前記第１の受信手段は、前記第１の信号で指定された前記時間にアウェイク状態に移行
する、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ７７］
　前記装置は、前記ウェイクアップ信号が受信されたとの肯定応答を前記ページの送信者
に送る、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ７８］
　前記指定された時間は、通常のビーコンを受信するために前記次のターゲットビーコン
移行時間に対応する、Ｃ７５に記載の方法。
［Ｃ７９］
　前記装置は、前記指定された時間にダウンリンクデータのためにアウェイクしポーリン
グすることを前記送信者に通知するためにＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送る、Ｃ７５に記載
の方法。
［Ｃ８０］
　前記アクションは、一時休止状態に前記第１の受信手段を移行することである、Ｃ６９
に記載の方法。
［Ｃ８１］
　前記第１の受信機は、一時休止状態に移行する、Ｃ８０に記載の方法。
［Ｃ８２］
　前記アクションは、指定された時間に一時休止状態に前記第１の受信手段を移行するこ
とである、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ８３］
　前記指定された時間は、ビーコン時間であり、前記装置は、前記通常のビーコンを受信
し、通常の省電力モードとして振る舞う、Ｃ８２に記載の方法。
［Ｃ８４］
　前記指定された時間は、ビーコン時間であり、前記装置は、前記通常のビーコンを受信
し、予定されない自動省電力配信モードとして振る舞う、Ｃ８２に記載の方法。
［Ｃ８５］
　前記装置は、通常の省電力モードを使用して前記通常のビーコンを受信する、Ｃ８２に
記載の方法。
［Ｃ８６］
　前記装置は、予定されない自動省電力配信モードを使用して前記通常のビーコンを受信
する、Ｃ８２に記載の方法。
［Ｃ８７］
　第１の受信手段は前記指定された時間に一時休止状態に移行する、Ｃ８２に記載の方法
。
［Ｃ８８］
　前記第２の信号は、同期情報を含む、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ８９］
　前記第２の信号は、通信媒体状態情報を含む、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ９０］
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　前記第２の信号は、メッセージング命令を含む、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ９１］
　前記第１の受信機は、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第２の受信機より約５倍（５Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がアクテ
ィブ状態であるときに前記第２の受信機より約１０倍（１０Ｘ）より多くの電力、前記第
１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記第２の受信機より約２０倍（２
０Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第２の受信機より約５０倍（５０Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がア
クティブ状態であるときに前記第２の受信機より約１００倍（１００Ｘ）より多くの電力
、または前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記第２の受信機よ
り約２００倍（２００Ｘ）より多くの電力、のうちの少なくとも１つより多く消費する、
Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ９２］
　前記信号フィールドは、関連ＩＤ、グループＩＤ、およびバッファされたユニットイン
ジケーションのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ９３］
　前記装置は、送信機をさらに備え、前記装置は、前記装置が第２の信号を受信したいこ
とを示す要求を送信するように構成される、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ９４］
　　前記第１の信号は、前記装置が短いページングメッセージを備える第２の信号を受信
することになることを示す情報を備える、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ９５］
　実行されるとき、ワイヤレス通信装置に、ワイヤレス通信の方法を実行させる命令とと
もに符号化された非一時的コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品で
あって、前記方法は、
　少なくとも第１の信号を受信することと
　第２の信号を受信することと
　を備え、前記第２の信号は、信号フィールドを含むＮＤＰフォーマット中に構成される
ウェイクアップ信号を備え、前記第２の受信手段は、アウェイク状態であるとき、アウェ
イク状態であるときの前記第１の受信手段より電力を消費せず、
　前記第２の手段は、前記第２の信号に基づいて少なくとも１つのアクションを取るよう
に構成される、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ９６］
　前記第２の信号は、周期的間隔で受信される、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム
製品。
［Ｃ９７］
　前記第１の信号は、少なくとも１つのビーコン信号である、Ｃ９５に記載のコンピュー
タプログラム製品。
［Ｃ９８］
　前記第２の信号は、ビーコン信号より少ないビットを有する、Ｃ９５に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
［Ｃ９９］
　前記アクションは、アウェイク状態に前記第１の受信機を移行することである、Ｃ９５
に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１００］
　前記装置は、ダウンリンクデータのためにアウェイクすることおよびポーリングするこ
とを前記送信者に通知するためにＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送る、Ｃ９５に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
［Ｃ１０１］
　前記アクションは、指定された時間にアウェイク状態に前記第１の受信手段を移行する
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ことである、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１０２］
　前記第１の受信手段は、前記第１の信号で指定された前記時間にアウェイク状態に移行
する、Ｃ１０１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１０３］
　前記装置は、前記ウェイクアップ信号が受信されたとの肯定応答を前記ページの前記送
信者に送る、Ｃ１０１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１０４］
　前記指定された時間は、通常のビーコンを受信するために前記次のターゲットビーコン
移行時間に対応する、Ｃ１０１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１０５］
　前記装置は、前記指定された時間にダウンリンクデータのためにアウェイクしポーリン
グすることを前記送信者に通知するためにＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送る、Ｃ１０１に記
載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１０６］
　前記アクションは、一時休止状態に前記第１の受信機を移行することである、Ｃ９５に
記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１０７］
　前記第１の受信機は、一時休止状態に移行する、Ｃ１０６に記載のコンピュータプログ
ラム製品。
［Ｃ１０８］
　前記アクションは、指定された時間に一時休止状態に前記第１の受信機を移行すること
である、Ｃ１０６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１０９］
　前記指定された時間は、ビーコン時間であり、前記装置は、前記通常のビーコンを受信
し、通常の省電力モードとして振る舞う、Ｃ１０８に記載のコンピュータプログラム製品
。
［Ｃ１１０］
　前記指定された時間は、ビーコン時間であり、前記装置は、前記通常のビーコンを受信
し、予定されない自動省電力配信モードとして振る舞う、Ｃ１０８に記載のコンピュータ
プログラム製品。
［Ｃ１１１］
　前記装置は、通常の省電力モードを使用して前記通常のビーコンを受信する、Ｃ１０８
に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１１２］
　前記装置は、予定されない自動省電力配信モードを使用して前記通常のビーコンを受信
する、Ｃ１０８に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１１３］
前記第１の受信手段は、指定された時間に一時休止状態に移行する、Ｃ１０８に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ１１４］
　前記第２の信号は、同期情報を含む、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１１５］
　前記第２の信号は、通信媒体状態情報を含む、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム
製品。
［Ｃ１１６］
　前記第２の信号は、メッセージング命令を含む、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラ
ム製品。
［Ｃ１１７］
　前記第１の受信機は、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
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第２の受信機より約５倍（５Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がアクテ
ィブ状態であるときに前記第２の受信機より約１０倍（１０Ｘ）より多くの電力、前記第
１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記第２の受信機より約２０倍（２
０Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記
第２の受信機より約５０倍（５０Ｘ）より多くの電力、前記第１および第２の受信機がア
クティブ状態であるときに前記第２の受信機より約１００倍（１００Ｘ）より多くの電力
、または前記第１および第２の受信機がアクティブ状態であるときに前記第２の受信機よ
り約２００倍（２００Ｘ）より多くの電力、のうちの少なくとも１つより多く消費する、
Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１１８］
　前記信号フィールドは、関連ＩＤ、グループＩＤ、およびバッファされたユニットイン
ジケーションのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム
製品。
［Ｃ１１９］
　前記装置は、送信機をさらに備え、前記装置は、前記装置が第２の信号を受信したいこ
とを示す要求を送信するように構成される、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム製品
。
［Ｃ１２０］
　前記第１の信号は、前記装置が短いページングメッセージを備える第２の信号を受信す
ることになることを示す情報を備える、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム製品。
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